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　神が涙するとき、世界は悲しみに浸る








◆◆◆






　海に突き出た岩場に立てられた大きな青い旗の中央には、銀ぎん糸しで海かい神じんの姿が刺し繡しゆうされている。ここが自国の領土であることを示す旗だ。

　銀髪の男は、海神の尻しつ尾ぽの部分を指でなぞっていた。

　海から風が吹いてきて、男の髪を乱す。それはまるで海神が、男に何かを伝えようとしているかに見えた。

「心の弱い愚おろかな者だけが、神を信じる」

　風に向かって、挑戦するように男は呟つぶやく。すると海岸の岩に波が激しくぶつかり、砕くだけ散る音が響いた。神を愚ぐ弄ろうする男に対して、海神が怒りを示したのだろうか。

「信じぬ者にとって、神は永遠に不在だ。どこにもそんなものはいない」

　男は挑いどむように、青い旗の海神の部分に剣の切っ先を突き刺した。男の髪の色と同じ銀糸は千ち切ぎれ、海神は姿もわからないほどになってしまう。

　それを見て、男は満足そうに笑った。








◆◆◆






　ウラル歴、五百八十三年。ハッシュウィルに攻め込まれ、陥かん落らくした小国ウラルの騎士達は、隣国ゴシュラムに集結していた。

　ハッシュウィルの急きゆう襲しゆうで、命を失ったと思われていた、王位第一継承者、第一王子の元気な姿がゴシュラムにあったからだ。

　ウラルのソムリヤ王の遺い児じである、十七歳の気高き王子、アレン・イザベヤーニ。美しい金色の髪をした若者は、ゴシュラムでは身分を隠し、ラウル・フォー・メイデンと名乗っている。

　ゴシュラムのゴート王は、聡明そうめいで勇ゆう敢かんなラウルを信頼し、第一騎士として迎え入れた。その選択は正しい。ゴート王は未いまだかつて、ラウルのような騎士に会ったことがなかった。

　剣の腕は強く、乗馬も得意だ。さらに戦術に長たけ、誰も知らないようなことをいくつも知っている。

　なのに美しい外見に似合わない大食いで大酒飲み、獣けものを懐なつかせる不思議な才能まであるラウルは、今やゴシュラムの人気者だった。

　けれど親しい者の中には、ラウルの正体を疑問に思う者が出てきている。

　瞳の色が、時々変わる。海を思わせる青だった時もあれば、森を思い出させる深い緑になることもあるのだ。

　そしてもっと注意してみれば、とんでもないことに気がつくだろう。

　金の髪で隠された額ひたいに深い傷痕があり、さらに頰ほおに真新しい傷痕があるが、時にはそれが魔法のように消え失うせてしまうのだ。

　ウラルの騎士達は、まだその事実に気づいていない。

　深い緑に花の紋もん章しようが描かれたウラルの小さな旗を、騎士達は馬につけている。その旗と同じ色の瞳を持つのが、王位第二継承者であり、アレンの双子の妹、シーナ王女だということは知っているのだが。

「総員、起床。ただちに戦闘準備に入れっ！」

　馬に乗ったラウル・フォー・メイデンは、伝令に頼らず、野営地にいる騎士と兵に自ら伝えて回った。

　その瞳は、今は緑。

　ウラル神の不思議な力で、体はアレンそっくりになっているが、実はシーナこそがラウルなのだ。

『起きろ、寝ぼけるんじゃない。敵はもう甲かつ冑ちゆうの装着も終えて、進軍を開始してるんだぞって、大声で叫べ』

　シーナの体内に宿っているウラルは、自分が偵察ていさつしてきた情景を、シーナの脳のう裏りに送り込む。

『無理よ。戦闘準備の訓練は十分にしたつもりだけど、実際に戦闘になるとみんな緊張する。急がせると失敗するわ』

『相変わらず賢かしこいね、お嬢ちゃん』

『誰かさんのおかげでね、少しは賢くなったの』

　シーナの馬が駆け抜けていく後には、騎士達が甲冑を身につける音が響く。従者は慌あわてて騎士の馬に走り、鞍くらの用意を開始した。

「慌てるな。日頃の訓練は、この日のためだ。学んだことを生かし、慌てず、かつ迅じん速そくに行動しろっ！」

　馬上で叫びながら、シーナはそのままゴシュラムの城内へと進んだ。

　城の尖せん塔とうには、翼を広げた大おお鷲わしの紋章が描かれた、深しん紅くの旗がはためいている。

　シーナは旗を見上げながら、馬から飛び下り、長い階段を駆け上がってゴート王の部屋へと急いだ。

「どんな魔法を使っているのか知らないが、相変わらず情報を手に入れるのは早いな」

　伝令役が先に伝えたのか、すでに起きて着替えをしていたゴート王は、息を切らせて階段を駆け上がってきたシーナを見て微ほほ笑えむ。

「ハッシュウィル軍は、戦いくさの準備を整え、進軍をじきに開始いたします」

　用意していた言葉を、シーナは切れ切れの声で伝えた。

「夜明けか……晴天だな。どうする、ラウル？」

「晴天だからこそ、ハイルは開戦を決意したのでしょう。ですが、勝機はあります。数日前に降った大量の雨が、地下には溢あふれておりますから」

　火器を使用するハッシュウィル軍に対抗して、ウラルはおかしな物を作り上げた。それにどれだけの威い力りよくがあるのか、ゴシュラム軍もまだよく知らない。

「爆薬を封じた後は、接近戦になります。軍事訓練を重ねてまいりましたが、陛下の大切な騎士や兵を、失うこともあるかと思います」

　項うな垂だれるシーナに対して、ゴート王は従者に甲冑を用意させながら、黙だまって頷うなずいた。

「できることなら、敵兵といえども同じ人間。むやみに殺したくはありません」

「ラウル、貴殿の平和主義はよくわかっている。私とて同じ思いだが、隣国ウラルが急襲された後の惨さん状じようを伝え聞いた今では、ここでハッシュウィルの無敗軍団に、初めての敗北を経験させなければ、世界に平和と秩ちつ序じよを取り戻すことは不可能だろう」

「はい……そう思います……」

「父も祖そ父ふも、戦を経験することなく王位を退しりぞいた。私は、ゴシュラムの歴史の中でも数少ない、戦を行った王になるのだろうな」

「だとよいのですが……」

　世界に再び平和と秩序がもたらされたら、次代の王はまた戦を知ることもなくなるのだ。けれどその先はどうなっていくのか、死ぬことのないウラルにもわからない。

「陛下。命を賭かけて、御おん身み、お守りいたします」

　シーナはゴート王の前に跪ひざまずき、胸元に右手を押し当てて頭を下げた。

「騎士としての礼か、ラウル・フォー・メイデン……」

「はい、陛下の第一騎士として……」

「顔を上げなさい」

「えっ……」

　ゴシュラムでは、騎士が王に忠誠を示す態度は違うのだろうか。シーナは狼狽うろたえつつ、顔を上げて真まっ直すぐにゴート王を見つめる。

　もしラウルがシーナだと知ったら、ゴート王は決してシーナを戦場には伴ともなわない。

　どんなに自分は強い、男の兵達よりも勇敢に戦えると言っても、シーナを愛し始めているゴート王は、決して戦場への同行を認めはしないのだ。

　けれどシーナは、何があっても戦場に出向きたい。作戦を立てたのはウラルだし、アレン王子が生きていて、共に戦ってくれると信じているウラルの騎士達のためにも、どうしても行かねばならないのだ。

　レディ・サナは、シーナの正体に気がついているようだ。もしレディ・サナが、自分の抱いだいた疑いを、ゴート王に話してしまったとしたら。

　シーナは不安になりながら、ゴート王の言葉を待った。

「戦の前の礼の交かわし方が違う」

「そ、そうだったのですか？」

「立ってくれ」

　ゴート王に言われて、シーナは慌てて立ち上がった。

「剣を抜いて」

「はいっ」

　従者が差し出す剣をゴート王は取り、シーナに剣を同じように構えるよう示した。

　二つの剣が触れ合う。すると鍛きたえ抜かれた金属の、キーンという澄すんだ音が部屋中に響いた。

「ゴシュラムの王は、ウラルの王を同盟国の王として迎え、共に戦うことを誓ちかう……同じように、宣せん誓せいしなさい」

「……」

「命を懸けて守り合うのだ。今更、その名前だけ秘密にする必要などない」

「はい……ウラルの王は、ゴシュラムの王を同盟国の王として迎え、共に戦うことを誓います」

「それでいい……ラウル、いや、アレン」

　ゴート王は剣を納めると、シーナをしっかりと抱きしめ、その背中を優しく叩たたいた。

　甲冑をまだ身につけていないシーナだ。そうやって抱きしめられると、体つきまでゴート王にはわかってしまう。

　水浴中の姿も見られ、ダンスも踊った相手だ。ゴート王はシーナ本人の体をよく知っているから、今の姿がアレンではないと疑ったりはしない。

　誰もが疑わないというのに、どうして女性達はシーナではないかと気がつくのだろう。

　レディ・サナとレディ騎士は、外見だけで騙だまされなくなってきている。

「アレン……」

　ゴート王は眉まゆを寄せ、心配そうな顔をしていたと思ったら、シーナの肩に手を置くと、耳元で低く囁ささやいた。

「レディ・シーナは、無事に身を隠しているだろうか？」

「え……あ……はい、まぁ……」

「ならばいい。失礼だが、あのレディは、鎖くさりにでも繫つないでおかないと、戦場にまでついてきそうだ」

「い、いえ、まぁ、その……」

「出かける前に一目会いたいが、城内にはいないのだろうな」

　悲しそうな顔をして、ゴート王はため息をついた。

　戦う相手は、ハッシュウィルの冷れい酷こく非ひ道どうな第一王子、ハイルが率ひきいる無敗軍団だ。ゴート王もあるいは、命を落とすかもしれない。最後に最愛の人に、一目だけでも会いたいと思うのだろう。

「陛下、私は隊に戻り、指揮を執とらなければなりません。お先に失礼いたします」

　シーナはそう挨あい拶さつすると、まだ何か訴うつたえたい様子のゴート王を置いて、急いで部屋を飛び出した。

　そのまま下まで一気に下りていき、騎士団の野営地に戻ればいい。そうわかっていたのに、シーナは自分の部屋に飛び込んでいた。

「ウラル、すぐに出て」

『おいっ、お嬢ちゃん、この大切な時に、何考えてるんだっ』

「あなたにはもう私の考えていることなんて、すべてわかっているでしょ」

『ああ、ああ、はいはい、これだから恋する乙おと女めってやつは……』

「早くしてよっ。時間がないのっ」

　シーナにせかされて、ウラルはベッドの脚に、鎖で繫がれて眠っている白しろ豹ひようの中に素早く移動した。

「アアーオゥー」

「黙ってて。すぐよ、すぐにすむから」

　シーナは着ていた服を脱ぎ、ついこの間ゴート王より贈られたドレスを、素早く身につけた。そしてできるだけ髪がふわふわになるように指で梳すきながら、テラスに駆け寄った。

「駄だ目め」

　一言叫ぶと、またもやシーナは部屋の中央に戻り、うろうろと捜し物をする。

「ミャウッ？」

「弓矢がないの。どこにいったのかしら」

「ミャオッ」

　ウラルはベッドの下から、シーナの捜し物をすぐに引っ張り出した。

「ありがとうウラル。無事に帰れたら、樽たる一つ分、ワインを飲んであげるからね」

　再びテラスに出たシーナは、長身のゴート王が、城内からまさに出ていこうとする姿を目にとめた。

「ゴート様！」

　開戦を前にしてざわつく城内でも、シーナの高く美しい声はよく響いた。

　ゴート王は急いでいた足を止めて、ゆっくりと背後を振り返る。そして白い歯を覗のぞかせて、離れた窓辺にいるシーナに向かって微笑んだ。

「どうかご無事で……」

「レディ・シーナ。兄上と共に、無事に戻ると約束する。だからお願いだ。戦場まで馬を駆って追いかけてくるような真ま似ねは慎つつしんでくれ」

「わかりました。お兄様が大切にしている白豹と一緒に、おとなしく留守番しております」

「それを聞いて安心した」

　まだ何か言いたそうにしているゴート王に向かって、シーナは弓を構えた。

　つがえた矢には、オズベルトの母親であるお針はり子こがこっそりと作ってくれた、緑の絹にウラル国の花の紋章を刺繡したハンカチが結びつけられている。

　大切なハンカチを、どことも知れない場所に風が運んでしまわないよう、シーナはあえて矢に結びつけたのだ。
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　ゴート王のすぐ近くの木に向けて、シーナは思い切り矢を飛ばす。狙ねらいは外はずれず、ゴート王の側にいた従者や近この衛え兵へいも、その腕のよさに歓声を上げた。

　皆が注目する中、ゴート王はゆっくりと木に近づき、矢を抜き取った。そして結ばれていたハンカチを解ほどき、それがシーナの手でもあるかのように唇を押し当て、すぐに甲冑の胸元に挟み込んだ。

「勇気をありがとう、レディ・シーナ。戻ったら、そのドレス姿で、また美しい歌声を聴かせてくれ」

「はい、約束しましたわ、ゴート様。何がなんでも、無事にお戻りになってくださいね」

　ゴート王は笑っただろうか。シーナに向かって軽く手を挙げると、すぐに足早に遠ざかっていく。

「何よ。苦労して変身して見送ってあげたのにぃ」

　シーナはぷっと頰を膨ふくらませる。

「ミャーオッ―――」

　ウラルは苛いら立だちを示すつもりか、かりかりと床を爪つめで引っ搔かいていた。

「わかってますっ」

　すぐにシーナは、ドレスを脱ぎ捨ててウラルに駆け寄る。ウラルが中に入った途端、その体からは乳房が消え失せ、瘦やせてはいるが、筋肉質の引き締まった体つきをした、若い男のものになっていた。

　外見が変わると同時に、シーナの中の女性は消える。

　見送ってくれたレディを振り返りもせず、戦場に出向くゴート王のことは恨うらめない。

　シーナもまた、ラウルになった途端、もう戦のことしか考えられなくなっていた。








◆◆◆






「何も食べないで行くなっ。パンだけでも食っていけっ」

　料理頭がしらのバズにとっては、戦場より今のほうがずっと戦場らしい。

　大鍋で煮た雑ざつ穀こく入りスープと、昨夜から仕込んでいたパンを、群がる兵に食べさせているバズは、手に無数の火やけ傷どと切り傷を負っていた。

　ずっと野営している騎士や兵のために、料理を作り続けてきた印だ。

　こんなことをするために、武術大会に出たのではない。騎士になりたかったのだ。

　けれど兵にとって、食事がどんなに大切かもわかっている。ラウルがバズにこの仕事を与えた意味を、バズは真しん摯しに受け止めていた。

　だから最後まで、手を抜きたくない。もしかしたらこれが最さい期ごの食事になってしまうかもしれない男達に、少しでもおいしいものを食べさせたかった。

　バズは料理人達が、兵の差し出す鉄製の深皿に、スープを注そそぎ入れる様子を見守る。

　騎士達の分は従者が取りに来て、それぞれのテントへと運んでいく。いつもは騎士達には特別な料理が用意されているが、いよいよ決戦となった今は、皆同じだった。

「失礼、料理長殿。ハーブの湯はいただけないだろうか」

　髪の真っ白な品のいい老人が、スープとパンの載ったトレイを手に訊たずねる。

「爺じいさん、悪いけど、今がどんな時かわかってるの？」

　戦場に行って戦う前に、もうバズはくたくただったから、余計に機き嫌げんが悪い。

「すまぬ、ジョージ様に」

「ジョージ？」

「いや、レディ・ジョージア様だ」

「ああ、レディ騎士か」

　レディ騎士のためなら仕方がない。バズは滾たぎった湯を柄ひ杓しやくで汲くんで、用意された赤しやく銅どうのカップに、少量のハーブを入れた上から注ぎ入れた。

「そういえばあんたが、レディ騎士の従者だったな」

「そうだが」

「なぁ、やっぱりやめとけって、言ってくれない？」

「……」

　老人はバズの言葉の意味がわからないのか、首を傾かしげてバズを見る。

「無理だよ。騎士道も通用しないやつらなんだぜ。女だってわかったら、きっと集中して狙ねらわれる」

　レディ騎士がどんなに美人でも、バズは彼女と婚こん姻いんしたいとまでは思わない。けれどレディ騎士とは、ずっと一緒にいろいろなことに挑戦してきた。今や彼女は、大切な友人の一人だった。

「ねぇ、あんた、侯こう爵しやく家の人間なんだろ」

「そうだが……」

「だったら縛しばってでもいいから、今から、侯爵家に連れて帰りなよ」

「ご忠告はありがたく拝はい聴ちようするが、ジョージア様は、それでは納得されない。騎士らしく、戦う道を選ばれる」

　老人は悲しそうな顔をして、ハーブ湯を受け取った。

「家族は心配してないのかよ」

「侯爵家は、弟君が継つぐことになっている。問題はない」

「ないって？　俺様のお袋ふくろは、騎士になりたいなんて言ったら、箒ほうきでぶん殴なぐったけどな」

　料理屋の息子が、何、バカなこと言ってるんだよと、母に散々叩かれた。

　それでもバズは、驢ロ馬バのように足の短い馬に乗り、自分で鍋を改造して作った甲冑を身につけ、長い包丁を腰に、騎士になるべくゴシュラムの都を目指して出てきたのだ。

「ジョージア様の母上は、すでに亡なくなられている」

「そうか……婚姻のドレス姿を、母上様が見ることはないんだね」

　だからなのだろうか。レディ騎士が、危険な戦地を恐れないのは、母親の後を追うつもりなのかと、つい余計なことを考えてしまう。

「まぁいいけどさ。レディ騎士が、俺様なんかより、ずっと強いってのは知ってるし。だけど相手は……」

　バズは言葉を吞み込み、老人の手にしたトレイの上に、蜂はち蜜みつと卵で練ねり上げた、甘い焼き菓子を載せた。

「俺様からって言って……」

「すまぬ、料理長殿。感謝する」

　老人は深く頭を下げると、レディ騎士のテントに戻っていった。

「大食いラウルは、何やってんだ？　揚げパンの用意して待ってるのに」

　鍋の中では、向日葵ひまわり油がほどよく温あたたまっている。バズはその中に、小麦粉と卵、それにバターとラードを入れて練り込んだ、パン生地を放り込んだ。

「もしかして揚げパン作るのも、これが最後かな……」

　バズの脳裏に、ゴシュラムの外れにある自分の家が浮かんだ。

　街道沿いの料理屋だ。旅人達が必ず立ち寄る。泊まらせる部屋もあり、商売は順調だった。

　客の中には、騎士達もいる。酔よって暴あばれられると、騎士は剣を持っているから始末が悪い。中には暴れるだけ暴れて、食べた料理の代金を支払わないですまそうとする、ずるいやつもいた。

　そんな時に、バズは長い包丁を手にして、騎士と本気で戦った。すると思ったよりも騎士達は、たいして強くないということがわかってきた。

　絶対に自分のほうが強い。そう思って、武術大会に出たけれど、やはり上には上がいる。ジュードといい、レディ騎士といい、そしてラウルといい、やはり本物の騎士の実力は、バズが思っていたようなものではなかった。

　そんな騎士達でも手こずる、無敗軍団を相手に戦うのだ。

「ラウル……肉詰めの揚げパンだぞ。それに砂糖をたっぷり振りかけた揚げパンだ」

　バズがこれまで見てきた人間達の中で、間違いなくラウル・フォー・メイデンが一番の大食いだろう。

　作る端から、面おも白しろいほど平らげていく。バズはラウルのために料理を作るのが、何よりも楽しみだった。

「おい、ぼんやりしてないで、その揚げパンを俺にもよこせっ」

　他の騎士達よりも、頭二つは大きそうな騎士が、立ったままスープを飲みながら言った。

「そういえばあんたの名前、まだ覚えてねぇや」

「そうだな。名乗ったこともない」

　髭ひげ面づらの大男は、あははと歯の欠けた口を開いて笑った。

「ザルツの出身だ。酔って喧けん嘩かをして、決闘になった。勝ったのはいいが、相手が王族だったんで、もう国には戻れない。王族殺しは極きよつ刑けいだからな」

　揚げたての揚げパンを手にしても、大男はたいして熱くも感じないようだ。平然と食べている。

「で、名前は？」

「名乗れば、追っ手に知られる。好きに呼べ」

「ふーん、そうかぁ。みんないろいろとあるんだね」

　もう一つ、揚げパンを差し出しながら、バズは考え込む。

「なぁ、無敗軍団ってさ。本当に血の通った人間なのかな？」

「……叩き斬きってみないことにはわからん」

「何か俺様には、幽ゆう霊れい軍団みたいに思えるよ」

　その時バズは、向日葵のように明るい髪をしたシーナが、必死な顔をして走ってくるのを見つけた。

「メイデン子し爵しやく、ぐずぐずしてると、食べるものがなくなりますよ」

「危ないところだった」

　まだ甲冑もきちんと身につけていない。従者のオズベルトは、いきなり立ったままでパンを手にして食べ始めたラウルの周りをきびきびと動き回り、どうにか甲冑をつけさせようとしていた。

「オズベルト、君も食べろ。バズの作ったパンは、宮中の料理長が作るのに、負けないくらいおいしいぞ」

　従者の分までパンを取ってやる優しい姿に、バズは元々細い目を、さらに細くして笑った。

「特製揚げパンもありますよ。肉詰めのやつ」

　シーナはバズの声にぱっと顔を上げる。

「それ、大好き」

　その顔には、喜びが溢れていた。
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「小隊ごとに整列。隊列を乱すな」

　シーナは声を上げながら、広場に集結していくゴシュラム軍を見回す。

　これまでゴシュラムが経験したことのない、いや、近隣諸国のどこも未経験の、本格的な戦闘が始まろうとしていた。緊張感が高まる中、シーナは落ち着いて隊列をなしている一団の前で足を止めた。

　ほとんどの騎士達が、深紅のゴシュラムの旗を馬につけているのに、その一団だけは緑の旗をつけている。

　どの顔にも見覚えがある。懐なつかしいウラルの騎士団だった。

　シーナが立ち止まったと知ると、全員がその場に左膝ひざを地面について蹲うずくまる。その先頭にいるのは、シーナとアレンの乳ち兄きよう弟だいミトリだった。

「命を懸かけての忠誠を、新王に捧ささげます」

　ミトリは頭を下げて言った。

　ここにいるのが、本来王になるべきアレンではないことを、ミトリと二人の騎士は知っている。けれど国の再興を願い、アレンが生きていたことに希望を見いだした大勢の騎士達には、真実を知らせることはできない。

　希望を持たせ、悔くいなく戦うためには、ここでシーナはアレンとして新王の誓いを立てないといけなかった。

「ウラル神の下、我らの栄光を再び……貴殿らの忠誠に感謝する」

　シーナは剣を抜き、騎士、一人一人の肩に軽く剣先を置いていった。その間騎士達は、右手を胸に当て、左膝を地面に向けて折り、顔を上げずにじっとしている。

　中には肩の震ふるえている者もいた。きっと感かん極きわまって、泣いているのだろう。

　すべての騎士の間を回ると、シーナは厳おごそかな声で命じた。

「顔を上げ、立ちなさい。我らはウラルの騎士団だが、今はゴート王の配下にある。宿敵ハイル王子を討うつことが本来の目的となるが、ゴシュラムの兵が危ない時は、何を優先しても助けるように」

　シーナの言葉に、全員が静かに頷いた。

「今日ですべてが終わるのではない。今日からすべてが始まるのだ。命を大切に、貴殿らの健闘を祈る」

　それだけ言うと、シーナはその場から立ち去ろうとした。すると騎士の一人が、思わず叫んでいた。

「新王アレン様に、神の栄光を！」

　それを合図に、全員が同じように声を上げた。

　ミトリは困惑した様子で下を向く。けれどすぐに顔を上げて、じっとシーナを見つめた。

　安心させるように、シーナはミトリを見て微笑む。

『ウラル、もし私の体が壊れてしまったら、すぐにアレンに入ってね』

『どうしたんだシーナ、これまでは、それだけは嫌だと言ってたのに』

『彼らは王を待っている。ずっと待っていたんだもの』

　シーナは甲冑の音をさせながら、ゴート王の元へと急いだ。

『夜が明けるわ』

　暗かった空は、藍あい色から明るい青へと色を変え始めている。そしてこの日最初の太陽の光が、ついにゴシュラムの森を鮮あざやかな緑に、明るく照らし始めた。

「各隊、準備が整いました」

　ゴート王に近づいたシーナは、甲冑に縛り付けられた緑のハンカチを見た。

　よく見回してみれば、騎士達の甲冑にも様々なハンカチが結び付けられている。彼らには待っている人がいるのだ。そしてそういったこととは無縁の下位の兵達にも、帰る場所と待っている人がいる。

　シーナは軍事指揮官としての責任を、強く感じた。

「メイデン子爵……サナは君にハンカチを贈らなかったのか？」

　何もついていないシーナの甲冑を見て、ゴート王は微笑む。

「レディ・サナを敬愛しておりますが、そういった気持ちはありません」

「そうか……残念だな」

　ゴート王はその時、父や兄のような表情を浮かべた。そして心底がっかりしたといった顔もしている。

『ごめんなさい。私はみんなを騙してる。でも自分の気持ちまでは騙せない……』

　私が愛せるのは、あなただけです。そう言いたいけれど、今はまだその時ではない。

　シーナはきりりと口元を引き結び、アレンのような凜り々りしさを表した。

「ウラル神は、この戦闘を勝利に導いてくれるだろうか？」

　馬に乗りながら、ゴート王は訊いてくる。

「はい……勝機はあります。それには全員が、何があっても怯ひるまぬことです」

　力強く言うと、シーナもオズベルトが引いてきた愛馬に跨またがる。

　シーナの馬には、ウラルの緑の旗と、ゴシュラムの深紅の旗、二つがつけられていた。

「陛下、これより進軍を開始いたします。お覚悟のほどを」

「とうに覚悟ならできている。勝利あるのみだ」

　ゴート王に頷くと、シーナは一ひと際きわ高い声を上げた。

「これより進軍を開始する。ゴシュラムの旗の下に、総員、忠誠と奮ふん起きを示せ。神は我々と共にあり。無敗軍団といえども、恐おそれるにあらずっ！」

　おおうっという喚声が、広場に響き渡った。それに続いて、進軍の合図の太たい鼓こが鳴り響く。

「第一中隊、出しゆつ立たつします」

　中隊の指揮官となった、ゴシュラムの騎士、パウエル卿きようがゴート王に挨拶する。騎士団を先頭に、歩兵がついて進軍が開始された。

　続けてゴート王と近衛騎士団が出発する。シーナもゴート王と並んで馬を進めた。

『凄すごい気だな』

　ウラルはシーナにはわからない、人間の精神エネルギーも感知することができる。確かにシーナも、人々の興奮した気持ちは、痛いほど感じていた。

『……ハイルがいる限り、何度でもこんな戦闘を繰り返さないといけないのね』

『そうだよ、シーナ。俺は公平な神じゃない。森が枯かれるとなったら、たとえ命があるものだとしても、虫を焼き払えと命じる』

『……』

『森がなくなれば、木々が水を蓄たくわえることもなくなり、川も井戸も涸かれる。新鮮な空気も生まれない。森を住すみ処かとしている動物達は居場所を失い、やがては人や家か畜ちくも襲うようになる……。だったらどうする？』

『虫を焼き払うわ』

『そうだ……それでいいんだ』

　ウラルの慰なぐさめは、いつもシーナを助けてくれる。けれど今回ばかりは、シーナの心に平安を与えてはくれなかった。
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　第二中隊が出ていくのを、第三中隊の指揮官として指名されたジュードは見守っていた。その傍かたわらには、漆しつ黒こくの愛馬に寄り添うように立っているレディ騎士がいる。

「頼みがあるんだが……」

　ジュードは思い詰めたような顔で言った。

「何だ……」

　レディ騎士は、いつもと同じ無表情で答える。

「キス……してもいいか？」

「懲こりない愚か者だな。体力を温存しておきたい。殴られないだけ、ありがたいと思え」

「もしかしたら、死ぬかもしれないだろ。思い残すことがあるのは、嫌なんだ」

「軟なん弱じやく者！　仮にも指揮官を任された者が、言うことか！」

　苛立ちがレディ騎士の眉を吊つり上げる。けれどジュードは、いつものように簡単に引き下がりはしなかった。

「レディ騎士、死ぬのは怖くないか？」

「みんなどうかしている。私が女というだけで、そんなに自分達より軟弱だと思いたいのか。悪いが、私は死など恐れていない」

「俺は怖い……このままじゃ死にきれない」

「だったら生き残ればいい」

　ジュードのことなど構っていられるかとばかりに、レディ騎士はさっさと馬に乗ろうとした。その腕をジュードは強く引く。

「俺はこれまで、何も考えずに生きてきた。本能の赴おもむくまま、好きに生きてきたが、今日になって、やっとまともに頭が回り始めたみたいだ」

「だからなんだ。こんなところで、貴殿の泣き言など聞いている暇ひまはないと思うが」

　レディ騎士はジュードの手を振り払おうとする。けれどジュードは、執しつ拗ように摑つかんで離さない。
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「俺がここまで本気になった相手は、レディ騎士、あなたが初めてだ。なのに優しい言葉の一つもかけてもらえないし、キスも許されないなんて、ここで死んだら悲しすぎる」

　真剣になって見つめるジュードに、それでもレディ騎士は冷たく言う。

「勘かん違ちがいするな。簡単に手に入らない女だから、貴殿は意地になっているだけだ。兵の命を預かる指揮官ともあろう者が、こんな時にまで、色いろ恋こい沙ざ汰たしか口にできないとは。呆あきれたな」

　レディ騎士の嘲ちよう笑しように、ジュードは深く頷き、甲冑につけられた何枚ものハンカチをむしり取り始めた。

「そうだな。ここで一発、男としての真価を見せないと、どうやってもレディ騎士には男として認めてもらえそうもないな。やる時はやるさ」

「だったら、さっさと馬に乗れ」

　レディ騎士はジュードが手を離した途端に、重い甲冑をものともせずに、ほとんど従者の手も煩わずらわせずに馬に飛び乗った。

「ジョージ様、ご武運をお祈りしております」

　従者の老人は、馬上のレディ騎士を見上げて言った。

「案ずることはない。無傷で戻る」

　確信を込めて従者に言うと、レディ騎士は兜かぶとを被かぶった。

　ジュードは馬に乗り、従者が差し出す兜を手にしながら、もう美しい顔は見えなくなってしまったレディ騎士をまだ未み練れんたらしく見つめている。

　けれどそろそろ第二中隊の最後尾が、広場を出かかっているので、指揮官らしくここは進軍を開始させねばいけなかった。

「第三中隊。これより進軍を開始する」

　ジュードの掛け声に、出発を待ちわびていた隊は、整列して静かに進軍を開始した。

「怖いのは、死ぬことじゃない。やり残したことがあるのが、悔くやしいからさ。これまで何をして生きてたんだろうって思うな。無事に戻ったら、もう一度、本気で生き直してみたいもんだ」

　誰も聞いてなどいないと知りながら、ジュードは低く呟く。するとレディ騎士の声が背後から聞こえた。

「何をごちゃごちゃ言ってるんだ。すぐに感傷的になりたがる、これだから男は……」

「男のほうが、ずっと夢見がちなもんさ」

　ジュードは照れながら笑った。

　どう非難されようと、こんな状況になった時には、ワインの力なんて借りなくても酔えるのが男だと、ジュードは少しは回り始めた頭で考えていた。
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　ハッシュウィルの青い旗が、風にたなびいている。ハイルはそれを見ながら、進軍中の馬上で精神を集中していた。

　恐れ、不安、苛立ち、怒り、そんなものが周囲に渦巻いているせいで、集中力が乱される。ハイルはさらに自分の心の中へ、中へと深く沈んでいった。

　するとぼんやりとだが、深紅の旗が揺れている情景が浮かんだ。

「あれだけの数、犬をけしかけたのに、どうやら生き延びたようだな」

　白豹に取り憑ついているおかしな魔物は、ハイルが思っているよりはるかに賢いようだ。いつの間にか自陣に帰り着き、ハッシュウィル軍が進軍を開始したことを伝えたのだろう。

「急襲するつもりだったが、……どうやら失敗したようだな」

　国境を越え、ゴシュラムの国内で戦うつもりだった。ところがゴシュラム軍もすでに進軍を開始したとなったら、戦場は国境付近になってしまう。

「だがこの武器には敵かなうまい」

　ハイルは前方を行く、数頭の馬が引く荷馬車を見つめた。

　巨大な鉄の筒つつが、木の台に乗せられている。鉄の球を中に入れ、爆薬の力で敵陣に打ち込むのだ。

　爆薬のほとんどを失い、急きゆう遽きよ作らせたが量は少ない。矢に爆薬をつけて撃ち込む作戦も、今回は思った数ほど使えなかった。

　だがゴシュラムの兵は、火器の恐ろしさをまだよく知らない。近隣国から騎士達を集めたようだが、そんな軍団ではまとまりなどないに決まっている。

　恐怖からすぐに統率は乱れ、楽に勝てるはずだとハイルは思っていた。

「おかしいな……」

　なのに不安がむくむくとわき上がってきて、ハイルは苛立つ。

　魔物がいるせいだ。

　人間の考えはある程度読める。けれど魔物の考えは、さすがにハイルにも読めない。

「王子、伝令がまいりました」

　先に出て、敵情を視察していた伝令が戻ってきたようだ。ハイルの馬の横に、名前も知らない若い兵が馬を並べながら、息を切らせて報告してきた。

「ゴシュラム軍は進軍を開始いたしました」

「そんなことは、もうわかっている」

「……」

　どうやって知ったというのだ。伝令の若者は、驚いたようにハイルを見ていた。

「敵の新しい武器は、何かあるのか？」

「いえ、何もありません。騎馬の騎士団と、歩兵のみです」

「武器が他にない？」

　それはハイルにも意外だった。

　神を名乗る魔物が、何も作らないで無敗軍団に挑いどむとは、ハイルの予想しないことだったのだ。

「そうか……時間がなかったな」

　ハイルはふっと口元に笑みを浮かべる。

「それにそんな技術力もない。所しよ詮せん、魔物は生き物に取り憑くだけしか能がないのか」

　少し気が軽くなってきた。

　誰よりも自分は優すぐれている。魔物よりも力は上だ。そう思うことによって、ハイルは戦う前から勝利を確信していた。
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　どうしても戦場は、国境付近の荒れ地にしなければいけない。そのためにシーナは、ゴシュラム軍の進行を急がせた。

　空は晴れ渡り、雲一つない。ハイルはきっと、この天気で安心しているだろう。なぜなら火器を使い、自軍の戦いが有利になると確信しているからだ。

「急げ。国境の荒れ地で、ハッシュウィル軍を出迎えないと、勝機はない」

　シーナは先頭を行く第一中隊に、そう命じた。すると進軍の速度は上がる。兵は息を切らしながら、走るように進んだ。

「急がせてすまない。ゴシュラム内には、何があってもハッシュウィル軍を入れたくないのだ。みんな、頑張ってくれ」

　馬で兵の側を駆け抜けながら、シーナは声を掛けていく。そうやって声を掛け続けたせいか、ついに国境の荒れ地に、ハッシュウィル軍よりも先に第一陣が辿たどり着いた。

　シーナは大きな岩の側に駆け寄る。そこに第一中隊の中から選ばれた、力の強そうな兵が大勢集まった。

「使い方は教えた。幸い、ハッシュウィル軍も、この装置には気づかなかったようだ。勝機は我が軍にあり。至急、用意しろ」

　岩に向かって、兵達は小型の斧おのを手にして駆け寄った。そして岩に向かって斧を振り下ろす。

　そんなに簡単に岩が崩くずれるはずもない。なのに岩は簡単に崩れた。岩に見せかけた、厚紙と木の骨組みで作られた、偽にせ物ものだったのだ。

　中から不思議な機械が姿を現した。兵達はどよめき、まだ錆さびの一つも浮いていない、輝く鉄製の機械を見上げた。

「水脈は豊富なはずだ。漕こぎ手は交代しながら、休まずに動かす。砲ほう手しゆは、騎士団が守る」

　機械には、厚地の帆ほ布ぬのを繫げた長い紐ひもが出ていた。宮中のお針子に命じて、急遽作らせたホースだ。

「メイデン子爵。これは、何というものですか？」

「ポンプ。地下にある水を汲み上げる機械だ。戦が終わったら、小型のものを町に配備しよう。火を消すのに役立つ」

　ほうっと歓声が兵達から起こった。

『ウラル、不思議ね。神の国の人達って、こんなものを使っているの？』

　シーナにはよくわからない。ウラルには実体というものがほとんどないのだ。なのにこんな機械を使うような知識を、どうして持っているのだろう。

『それはだな、お嬢ちゃん。世界はここだけじゃないってことさ。俺達は寄生生物だから、様々な世界の生き物に寄生して生き延びてきた。俺の中には、そういった世界の知識が山ほど詰まってるのさ』

『戦いの知識も？』

『あるよ。もっと悲ひ惨さんな戦いの知識もね……』

　ウラルが揺れていると、シーナは感じた。あえてシーナには伝えないけれど、ウラルは恐ろしい戦いの結果をきっと知っているのだ。

『知っているってだけだ。俺がここに来てからは、悲惨な戦いを目まの当たりにすることはなかった。残念だよ……』

『ウラルは争い事が嫌いなのね』

『当たり前だろ。誰だって、平和に楽しく暮らしていきたいものさ。だけど俺より上の神様ってやつがいて、その神様は時々残ざん酷こくなことを仕掛ける。蟻ありですら戦争をするように、つくってしまうんだからな』

　ウラルはシーナの脳裏に、大きな蟻が小さな蟻の巣を襲い、幼虫を食べてしまう情景を見せる。

　シーナは目を閉じ、生きることの残酷さを味わった。

『ウラルよりも上の神様って、誰？』

『……自然さ。命ともいう』

『命？』

『時とも呼べるかもしれない。小さな生き物のレベルでは、どう立ち向かうこともできない、絶対的な存在ってやつさ』

　荒れ地の一画を、これまで誰も掘ったことがないほど深く掘った。地下にある豊富な水が武器だ。

『お嬢ちゃん、これは火器を封じる手段でしかない。あとは人間の勇気だけが、勝利に必要なものなんだよ』

『そうね……ウラル。そうなのよね』

　シーナは国境の先に目を向けた。するとその視界に、青いものが揺れている。最初は一つだったものが、すぐに荒れ地を埋め尽くすほどの数に増えていった。

「戦闘準備。ハッシュウィル軍だっ」

　もうここにいても、騎馬のいななきや、甲冑が立てる金属音まで聞こえてくる。

　ついにその時が来た。

　ウラルが寄生している時のシーナの視力は特別だ。居い並ならぶハッシュウィル軍の中に、シーナは無敗軍団に守られるようにして立つ、ハイルの姿を確認していた。

「ハイル……銀の悪魔……」

『そうだ。やつはおかしい。人という種の中に生まれた、悪い種だ……』

　なぜそんなものが生まれるのか、ウラルにもわからない。世界はまだまだ謎なぞに満ちているが、ウラルにとっては、人間もその謎の一つになりつつあった。

「右、前方に目標の火器発見。水砲隊、出撃だっ」

　ホースの先は、屈くつ強きような馬に引かせた鉄製の戦車に固定されている。放水手を守るために、強固な鉄板によって囲われた戦車だ。

「水砲隊を援護しろっ！」

　シーナはそう命じると、自ら先陣をきって、水砲隊の戦車と共に走りだした。

　ハッシュウィル軍から矢が飛んでくる。それを馬上で、剣で次々と薙なぎ払った。敵の攻撃はそれだけではない。戦車で突入してくる相手にも、無敗軍団の戦士達は果か敢かんに攻撃を仕掛けてくる。

　水が届く距離まで近づかなければ、何の意味もない。戦車を守ろうとするシーナは、必死に剣を振って放水手を守った。

「戦車を守れ」

　力強い声が聞こえる。振り向くとゴート王が、大勢の騎士を従え、押し寄せてきた無敗軍団を押さえ込んでいた。

　ハッシュウィル軍では、巨大な砲を荷台から降ろしているところだった。鉄の球を砲内に装そう塡てんし、火薬の準備をしている。もちろん狙いはこの戦車だろう。

「放水開始」

　すでに水はここまで送り込まれている。ホースは今にも破裂しそうなほど膨ふくらんでいた。

　ホースを切られてはいけない。何があっても、そこまで無敗軍団を近づけさせるわけにはいかない。

　敵兵の一人が、ホースで送られてくるものに気がついた。騎士達の攻撃をかわして、ホースを切りに行こうとしている。シーナは急いでその兵を追った。

「行かせるかっ！」

　馬で前に行き、兵の体に思い切り剣を振り下ろした。

　もちろん甲冑で守られているから、そんな攻撃で兵の体が傷つくことはない。しかし驚いた馬のせいで、兵は地面に振り落とされていた。

　シーナは素早く馬から飛び下り、体勢を直して走り去ろうとする兵の前に立つ。

「貴殿に恨みはないが……」

　騎士道に則のつとり、忠誠を誓った王のためにと言いかけたが、そんな暇はなかった。敵兵は一言も言わずに、いきなり斬りかかってきたのだ。

　無敗軍団は騎士ではない。そもそもハッシュウィルには、騎士など存在しないのだ。

　力だけで生き抜いている剣士はいても、志こころざしの高さを誇ほこる騎士はいない。

　シーナは迷わずに、敵兵の左足を薙ぎ払った。

　鮮血が逬ほとばしり、兵はがくっと片膝を地面につく。歩くことはもう難しい。それでも首を斬られるのを恐れてか、剣を顔の前で構えていた。

　だがシーナは、それ以上の攻撃はしなかった。

「死ぬより恐ろしいことがある……そこから学ぶこともたくさんあると、知るがいい」

　シーナが言っているのだが、それはウラルが言わせている言葉だ。

　馬に乗り、再びホースを狙う敵兵を捜そうとしたシーナは、その時、喚声を聞いた。ついに放水が開始されたのだ。

　それと同時に、最初の爆薬をつけた火矢が飛来して、戦車のすぐ脇わきで爆発した。

　怯える馬を宥なだめながら、戦車に乗った放水手達は、火矢を構える敵兵を次々と強烈な水攻撃で薙ぎ倒していく。

『計算どおりだな』

　ウラルがほっとしている気配が、シーナに伝わってきた。

「爆薬を狙え。火は、左、十五度……爆薬もそこにある」

　戦車の脇に立ったシーナは、はるか先にある敵兵の爆薬の位置まで、正確に放水手に伝えた。

「メイデン子爵は、凄い目をお持ちだ。ドレスを着ていても、レディの裸が丸見えなんじゃないですか？」

　若い放水手は、笑いながら言った。

「見えても見ない。それが騎士というものだ」

　シーナはそう答えると、放水手がもの凄い水圧と戦いながら、正確に敵の砲台の上に水を振りかけていく様子を見守った。

「もう少し左だ。その辺りをびしょびしょにしてやれっ」

　砲台の周りにいた兵士は、水の勢いで一人、また一人と倒れていく。そしてシーナの目は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすハイルの姿を捉とらえていた。

　火器を使えないとなって、兵達は剣を手に攻撃を開始している。けれどハイルだけは、濡ぬれるのも構わず砲台の傍らに立ち、遠くからでも見えるのか、じっとシーナに視線を向けている。

『聞こえるか、銀の悪魔』

　晴天なのに、突然降り注いだ水のせいで、上空には小さな虹にじが架かかっていた。

　美しい虹を背に、冷徹だが美び貌ぼうの王子が立っている姿は、まるで一枚の絵のようだ。

『その外見にふさわしい、美しい心を持てばいいものを……』

「アレンッ！　ぼうっとするなっ」

　目の前で剣が振られたと思ったら、矢が勢いよく地面に突き刺さっていた。見るとゴート王が、シーナの傍らにいる。

「すみません。遠くを見るのに、気を集中しないといけなくて」

「わかった。私が守っているから、敵陣を監視しろ」

　自ら剣を取り、勇敢に戦う王は、無敗軍団の兵を恐れることなく、シーナを必死で守っている。

「自軍は有利か？」

　シーナに向かって走り寄る兵を、剣の一撃で倒したゴート王は、注意深く辺りを見回しながら訊ねた。

「はい……」

　訓練の結果はどうだろう。見れば数人の兵で、無敗軍団の屈強な兵相手に戦っている。かと思えば騎士団は、怯むことなく馬上で戦い続けていた。

「水攻撃は終わりだ。放水しながら、怪我をした兵達を、戦車に乗せて運び出せ」

　シーナは命じた。すでに傷つき、地面に蹲っている負傷兵が大勢いる。それはどちらの軍も同じだが、ゴシュラム軍はシーナの教えたとおりに、怪我人を守るようにして戦っていた。

「怪我人は戦車に乗せろ」

　叫びながら、シーナはまた参戦しようとする。するとゴート王も、迷わずシーナについてきた。

「陛下。近衛騎士団のお側に、お戻りください」

「そうはいかぬ。アレンを無事に連れ帰ると、レディ・シーナに約束した」

「私なら大丈夫です」

　とは言ったものの、すでにゴート王に何回か助けられている。

「ラウル・フォー・メイデンという名の、優秀な指揮官を失うわけにはいかないしな」

　飛び交う矢を払い、斬りかかる兵を倒し、ゴート王はシーナの馬に前後して、しっかりと守ってくれていた。

「火器を封じてくれたおかげで助かった。頭上から降り注ぐ脅きよう威いがなくなれば、倒すのは目の前の敵のみだ。敵も人間、恐るるに足らず」

「油断なさってはいけません」

　今度はシーナが、ゴート王に向かって放たれた矢を剣で薙ぎ払う。

「助かった」

「お互い様です」

　二人は戦いに手こずっているところで立ち止まり、敵兵を倒してやっては先へと進む。すると、怪我をした兵を馬の後ろに乗せたジュードとすれ違った。

「戦車はどっちだ」

「後方だ。見えるか？」

「ああ、あれか。しっかりしろ。死んだりするなよ。せっかく助けてやってるのに」

　文句を言いながら、ジュードは馬を急がせる。

　さらに行くと、大男が一人で、鉄の球を振り回しながら戦っていた。その背後には、数人の兵が守ってもらうような形でついている。

「ラウル・フォー・メイデン、力加減がわからん。何人か殺しちまっただろうが、許せ」

　うおーっと叫びながら、さらに大男は攻撃を仕掛けていった。

　シーナはそれとなく、近衛騎士団が戦う場所に近づいていく。

　ゴート王と今は離れたい。なぜならシーナは、ミトリやウラルの騎士達と共に、ハイルを討ちに行きたかったからだ。

「陛下をお守りください」

　近衛騎士団の隊長に、ゴート王を預けようとした。けれどゴート王は、それでシーナから離れることはなかった。

「陛下はこちらに……」

「アレン。狙いは何か、もうわかっている。一人で行こうとするな」

「陛下……」

「急げ。無敗軍団も散り散りになっている、今が好機だ」

　ゴート王は断りもなく、ハッシュウィル軍の中心部に向けて馬を進めてしまった。

　シーナは急いでその後を追う。

「ミトリ！」

　ウラルの騎士団を見かけたシーナは、大声でミトリを呼んだ。

「ハイルを討つ」

　それだけでウラルの騎士団は、シーナとゴート王、そして近衛騎士団の後に従う。

　最強の集団が、無敗軍団を蹴け散ちらして進んでいく。

　無敗軍団が最強と言われても、組織立ったゴシュラム軍の前では、思ったほど力を発揮できていない。

　死を恐れない無敗軍団だったが、ウラルの殺さない作戦に逆に戸と惑まどっているようだ。痛手を受けただけで放置される。味方は助けてくれることもなく、時には馬に蹴られながら、その場に蹲っているしかない。

　ハッシュウィル軍の戦意が失われていくのに反して、ゴシュラム軍の勢いは増していく。弱い兵を強い者が助け、助けられた集団がまた別の集団と合流して、強い者達を助けていく。そうやっていくうちに、戦局はますます有利になっていった。

　シーナは荒れ地を駆け抜け、ついにハッシュウィルの領土内に入った。

　虹はもう消えている。濡れた砲台だけが、すでに頭上高く昇のぼった日に照らされて、きらきらと輝いていた。

　砲台の側に、ハイルはいた。

　シーナを見ると、馬にも乗らずに剣を構える。

　そうなるとシーナも馬を下りるしかない。

　少し高台になった場所で、ハイルはシーナを待っていた。その手にしている剣が、父と母の命を奪ったのだ。そう思うと、何も考えられない。

『落ち着け。怒りを忘れろ』

『そんな、無理よ』

『冷静にならなければ、やつには勝てない』

　剣を構えて、シーナはハイルの前に立った。

「そういうことか」

　ハイルはシーナをじっと見つめると、口元を歪ゆがめて笑った。

「おかしな魔法を使っているせいか？　弟のラスタは、あんなに欲しがっていた姫君がここにいることに、どうやら気がついていないらしい」

　剣を軽く振ると、ハイルは無敗軍団と共に、ゴシュラムの騎士団と戦っているラスタを振り向いた。

　どうしてハイルには、こうも簡単に見破られてしまうのだろう。だがそんなことで、狼狽えるようなシーナとウラルではない。

「勘違いするな。ここにいるのはラウル・フォー・メイデン。ゴート王の第一騎士だ。忠誠を誓った王のため、そして貴殿のせいで、命を奪われた大勢の人達のために、討つ！」

「この私を倒せるのか？　手加減ができればいいが、今日はそんな気分じゃない。痛い目に遭わせるが、覚悟するがいい」

　日を受けて、ハイルの剣はきらきらと輝いていた。今日はまだ誰にも、その剣を振り下ろしていない証拠だろう。

　シーナの剣は汚れている。何人もの甲冑にぶつけたから、刃こぼれもしていた。

　ただ戦局を見守っていただけのハイルは、体力もあり余っている。けれどシーナは、早朝から指揮官として動き続け、そろそろ体力も限界に近づいていた。

『ちょっと休憩して、飯にしないか』

　ウラルはのんびりと、そんな冗談を口にしている。

『そうね。おいしい焼き菓子が食べたい』

『お、お嬢ちゃん、冗談を言える余裕があるじゃないか』

『そんなことでも考えてなけりゃ、戦えない。勝てるわよね、ウラル？』

『まぁ、そのなんだ。人間ってのは、いざとなれば、とんでもない力を発揮するからな』

『私には、お父様とお母様がついている。そして……アレンも』

　少しずつハイルに近づいていった。

　ハイルはバカにしたような顔で、そんなシーナを見つめている。

「ゴート王が匿かくまうわけだ。女だったとはな。アレン王子の魂たましいを魔物に食わせて、国を再興するつもりだったんだろう。それが失敗して、ゴート王にその身を売ったのか？」

「陛下を侮ぶ辱じよくすることは許さない。ゴート王は偉大な王だ」

　笑いながらハイルは、思わぬ速さでシーナに近寄ると、最初の一撃を振り下ろしてきた。

　手が痺しびれる。もの凄い力だ。シーナは必死で支えたが、少しでも力を抜いたら、顔に剣が食い込みそうだった。

「迂う闊かつだったな、姫君。その顔……傷一つない。アレンそっくりの美しい顔に、同じ傷をつけてやろうか？」

『シーナ、ハイルの挑発に乗るな』

　シーナの体内で、急激にウラルの力が増していくのが感じられる。これまではほとんどシーナだけの力で戦っていたようなものだが、ウラルの助けによって体内からじわじわと力がわき上がっていた。

　凄すさまじい力で、ハイルの剣を振り払った。その瞬間、ハイルの前髪が少し切れて、綿毛がふわりと宙に舞ったようだった。

「ほうっ、魔物がいるせいか、やるな……」

　勢いよくシーナは、ハイルにぶつかっていく。けれどハイルもかなりの使い手だ。そう簡単に隙すきは見せなかった。

　またもや二人の距離が縮まる。

　雪雲の空を思わせる、ハイルの瞳がじっとシーナを見つめていた。

「魔物、交渉しないか？」

「魔物などではないっ！」

「よかろう。神と呼んでやる。そんな軟弱な女の体を出て、私に乗り移れ。共に世界を制せい覇はしよう」

「断る。お前が契約する相手は、同じ神でも死神だろう」

　激しい剣の応おう酬しゆうが続いた。

『力はないが、技が凄い。こちらの動きを読んでるみたいに、かわし方も凄いな』

　ウラルは感心している。けれどシーナには、相づちをうつ余裕もなくなっていた。

　どんなに攻撃しても、軽くかわされてしまうのだ。ウラルの力を借りても、勝負はつきそうにない。そうなるとシーナの中には焦あせりが生まれ、疲労も溜たまっていくばかりだ。

「アレン様、お助けします」

　その時、ついに見かねたミトリが間に入ってきた。

　騎士道に則るなら、勝負は一対一だ。けれど今は戦の最中であって、騎士道を重んじるような余裕はない。

『ミトリに任せろ。その間に、ハイルの剣を読む』

　ウラルに言われて、シーナは一歩下がった。するとそこにすかさずミトリが入って、ハイルと激しい剣の応酬を始めた。

　ミトリに対しては何の感情もないのか、ハイルの剣はただひたすら倒すためだけに動いている。シーナ相手の時に感じられた、遊んでいるような余裕はほとんどなかった。

　ハイルにしてみれば、ミトリは邪魔者だろう。さっさと斬り殺して、シーナを始末してしまいたいはずだ。

『相手を代えろ』

『何ですって！』

『ミトリでは仕留めるのは無理だが、それだけじゃない。くるくる相手が代わると、相手の動きを読んで戦うハイルも混乱し始める』

『そんな、私だけで十分よ』

『シーナは疲れてる。この体はもう限界だ』

　それでもシーナは前に出て、形勢不利になってきたミトリと代わろうとした。その時、肩をぐっと引く者がいる。

「次は私だ」

　ウラルが考えたことを口にしなくても、ゴート王はまるでわかっていたかのように、自ら進み出た。

「ウラルの騎士団長、下がれ」

　素早くミトリの前に出たゴート王は、ハイルの剣を受け止めてぐいっと押し返す。

『うーむ、力ではゴート王の勝ちだな。見ろ、ハイルはゴート王との距離を離した』

「あっ……」

　接近戦になったら、力で負けると思ったのだろうか。ハイルは素早く後ろに身を引いた。

「王自ら、剣を持って戦うのか」

　ハイルは感情の伴わない声で言った。けれど本当は、ゴート王に対して特別の敵対心があるからこそ、感情を抑えているのだ。

「そうだ。国を守るためには、自ら戦地に赴く。それが王の役目だ」

　ゴート王も疲れているだろう。けれどその体からは、まだまだ強い気が感じられる。

　一歩ゴート王は踏み込む。そしてハイルの甲冑の継ぎ目を狙い、鋭く剣を突き入れた。

　ハイルは飛び退のく。そして何を思ったか、そのままさらに後ろに下がった。

　そしてハイルは気がついたのだ。

　いつの間にか、自分を援護するはずの、無敗軍団の姿がほとんどないことに。

　何時間が過ぎたのだろう。数千の人間同士の戦いは、すでに終しゆう焉えんに近づいている。

　ハイルにとってはあり得ないことの一つが、今、まさに起ころうとしていた。

「どうした。私では、相手として不足だとでも言うのか」

　ゴート王はさらに追おうとするが、ハイルはそのまま剣を手にして走りだし、馬に飛び乗ってしまった。

「全軍、撤収！」

　大声でハイルが叫ぶと、それまで果敢に戦っていた無敗軍団の兵達も、慌てて馬に飛び乗り、ハイルの後を追った。

　逃げる。

　あのハイルが逃げる。

　それはシーナとウラルにとっても驚きだった。

『追うわ』

『深追いしないほうがいい。ここはハッシュウィルの領内だ。これでハッシュウィル軍が全軍だと思わないことだ』

『何ですって』

『無敗軍団は、あくまでもハイルの持つ軍だ。まだ国王軍が残っている。こちらも疲れている。今日は勝てたから、これでよし。もう限界だ』

「そんな……ハイルがいるのに」

　シーナは我慢できない。ウラルの制止を無視して、馬に乗ってハイルの後を追った。

「アレン様！」

　ミトリもすぐに馬に乗り、シーナの後を追ってくる。

「私し怨えんと言われてもいい。父と母、そしてウラルの善良な人々を大勢殺した男なのに、ここで討てなかったら……」

「シーナ様、これ以上の深追いは危険です」

　側に誰もいないと知ると、ミトリはシーナの名を呼んだ。

「どうして。すぐそこにハイルがいるのに、このまま逃がせと言うのっ」

「ハイルがただ逃げ出したとは思えません。罠わなが仕掛けてあるかもしれない」

「……」

『そうだ、ミトリの言うとおりだ。俺だったら、追撃の兵が通る道に、爆薬を用意しておくな』

「シーナ様、今はメイデン子爵として、指揮官の立場にお戻りください」

「ミトリ、あなたは悔しくないのっ。逃げるなんて、卑ひ怯きような……」

　シーナはさらに追おうとしたが、ミトリが馬の手た綱づなをしっかりと押さえてしまった。

「よろしいですか、シーナ様。これは狩りや遊びとは違うのですよ。相手も必死です。引き際というものがあることを、学んでください」

「でも、ミトリ」

「アレン様だったら、自軍のことを第一に考えます」

　言われてシーナは、下唇をきつく嚙かんだ。

　やはりシーナでは、アレンのようにはなれない。どうしても感情に支配されてしまって、冷静でいられないのだ。

「悔しいわ……ミトリ」

「私もです。ですが、ゴシュラム軍は勝利にわいています。せっかくここで勝ちを収めたのに、深追いして犠牲者を出したら、戦意も喪そう失しつしてしまうでしょう」

「私は……女だから、帝王学を学べなかった……あなたとアレンが、軍事について勉強している時に……つまらない詩を朗読したり……刺繡なんてやらされていたから」

　アレンだったら、それを言われると何よりも辛つらい。アレンになりたくてもなれないのは、肉体だけが原因ではないのだ。

　馬の蹄ひづめの音がする。シーナは慌てて兜をしっかり被り直し、流れ落ちた涙を隠した。

「ラウル、追うなら付き合うぜ」

　ジュードとレディ騎士がいる。シーナは急いで、ラウルの顔を取り戻した。

「追いたいが……ハッシュウィルの領土内だ」

「諦めろ、メイデン子爵。これ以上軍を進攻させたら、ゴシュラム軍がハッシュウィルを攻めたという立場になる。自衛のための戦いと、侵略では意味が違う。いずれ和平会議がもたれた時に、交渉で不利だ」

　レディ騎士は、いつもと変わらず冷静な声で言った。

「レディ騎士、失礼だが、軍事にもお詳しいのだろうか？」

「必要なら、いつでも知識はお貸しする。侵略と見なされる距離は、二十セギュル。我々は、かなりその距離に近づいている」

　なぜ同じ女性なのに、レディ騎士はそんなに詳しく知っているのだろうか。それすら今のシーナには、悔しいばかりだ。

『お嬢ちゃん、またいくらでも機会はあるさ。それにな。お嬢ちゃんがハイルを討たなくても、運命ってやつが、きっとやつにふさわしい最期を用意してくれる』

『私は……私の手で、ハイルを倒したかったの……運命が復ふく讐しゆうしてくれるのを待つなんて、いつになるのかしら』

　シーナはばらばらになって戻っていく、ハッシュウィル軍の兵士の姿を見送りながら、まだ消え去らぬ悔しさと戦っていた。

「あーあ、ワインが飲みたいなぁ」

『ああ、そうだ、飲みたい、飲みたいぞ、シーナ』

　ジュードが呟くと、ウラルもすぐに答える。

「ラウル、戻ろう。ラウルが戻らないと、みんな無駄な戦いを続けないといけない」

「わかっている。撤収だ」

「よしっ」

　シーナの言葉に、ジュードとレディ騎士は頷いた。

「逃げるなんて……卑怯よ」

　ゴシュラムの領土に戻りながら、シーナは低く呟いたが、その声は勝利の雄お叫たけびに消された。

　ラウル・フォー・メイデンの姿を見つけたゴシュラム軍の兵士達が、歓声を上げて出迎えてくれたのだ。

『勝ったのに、ちっとも嬉しくない。ハイルを逃がしたせいで……』

『忘れろ。それより見ろ。これがハッシュウィルの人間達の意識を変える、起き爆ばく剤ざいだ』

『……』

　ゴシュラム軍の兵士達は、怪我をした仲間を必死に助け出していた。中には不幸にして亡くなった兵もいる。亡なき骸がらは丁てい寧ねいに運ばれ、決して荒れ地に放置されるようなことはない。

　だがハッシュウィルの負傷兵を助ける者はいなかった。

　遺体はそのまま放置され、顧かえりみる者もいない。

　呻うめき声を上げる兵達は、恨めしげにゴシュラム軍の様子を見ている。

　ハイルは真っ先に逃げた。けれどゴート王は、自ら馬で怪我人を運んでいる。

　ウラルの言ったとおり、もしこの惨状を伝える者があったら、ハッシュウィルの人間達は、自国の王に対して不信感を募つのらせることだろう。
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　勝利に浮き立つ兵達を統率するのは難しい。すぐに隊列は乱れ、中には仲間と肩を組んで、大声で歌いだすものもいる。

「ちゃんと整列しろ。これで終わったわけじゃないんだぞ」

　負傷兵を後ろに乗せながら、バズは馬上から乱れる兵士達に注意をしていた。けれどそれも最初のうちだけで、しまいには首がゆっくりと前に倒れていく。誰よりも早起きのバズは、死ぬほど眠かったのだ。

「バズ、落馬するぞ」

　声を掛けられて、バズは慌てて顔を上げた。

「ラウル様……いやぁ、大活躍でしたね。俺様、たいして役に立たず、すいませんでした」

「そんなことはないさ。今日はみんなが英雄だ。それより怪我はないか？」

　シーナは優しく、バズに訊ねる。

「怪我はないですが、眠いです」

「明日の朝は、もう早起きしなくていい。ハッシュウィルには、すぐに体制を立て直す余裕はない。しばらくは休戦だろう」

「休戦ってのは、まだやるってことですか？　騎士になるのも、思ったより大変なんだな」

「だったら家に帰るか、ゴシュラムの町中で料理屋でも始めればいい。宮廷で料理長を目指すのもいいと思うけど」

「そうもいかないですよ。完全に平和になるまではね、安心できないし、誰があのうるさい騎士団相手に、うまい飯を作れるかってことですよ」

　バズは胸を張る。それくらいしか誇れるものはないのだが、それで十分だと今のバズは思っていた。

「けど陛下は気前がいいですね。俺様、あんなに豊富な食材を使ったのは、これが初めてですよ。何か、ここで料理の腕がまた上がったみたいです」

「いいことだな……」

　のんびりとした雰ふん囲い気きで、バズと話していたシーナは、穀物を運ぶ大きな荷馬車が数台、沿道に駐とめられていることに気がついた。

「あれは……」

　シーナは馬を止めて下りると、そこに居並ぶウラルの神官の一人に声を掛けた。

「オゼム神官」

「これは……メイデン子爵……」

　ウラルの神官の中では長老であるオゼム神官は、シーナが誰か知っている。ゴシュラムの治療院で、アレンを匿ってくれているのも彼だった。だがあくまでもシーナが本当は誰か、知らないふりをしてくれていた。

「こんなところで何をしておいでです？」

「怪我をした方々を、治療院までお連れするようにと、レディ・サナからご指示がありましたので」

「レディ・サナが……」

「はい。治療院では、怪我人を迎え入れる準備は、すでに怠おこたりなくすませております。レディ・サナは、早朝から私達とずっと準備に明け暮れておりました」

　すでに先頭の荷馬車は、怪我人で溢れていた。オゼム神官が合図すると、荷馬車はゆっくりと動きだす。

「オゼム神官、その……あの方は、どうしていらっしゃいます？」

　アレンは無事だろうか。シーナは誰よりも気になる兄のことを、オゼム神官にそっと小声で訊ねた。

「おかしなものですね。いつもはぼうっとしているのに、今け朝さは様子がおかしかったです。もしかしたら、お心が二人、通じておられるのでしょうか。いつになく緊張したご様子でした」

「アレンが緊張していたですって？」

「はい、ほとんど感情を表さない方なのに……私達が出かけようとしたら、後を追ってこようとなさいました」

　幼児のようになってしまったアレンだが、その魂はまだ生きている。

　シーナの心は震えた。

　戦っているシーナの気持ちが、アレンにもきっと伝わったのだ。

『アレン。戻ってきて。あたし……悔しいけど、ウラルの王にはなれない。あなたが必要なのよ、アレン……』

「メイデン子爵、お疲れのご様子ですが」

「私なら大丈夫です。すぐに治療院に行って、あの方に会いたいけれど、指揮官としての任務がありますから」

「ご安心ください。最近は私達にも心を許してくれるようになりました。治療院にいる間は、何の問題もありませんから」

「はい、お任せします」

　荷馬車の側には、簡単な施術ができるような場所ができていて、軽傷の者はそこで素早い治療を受けている。

『うーむ、こりゃあたいしたもんだ。俺が思っていたよりも早く、この国の医療設備は発達しそうだな』

　かつて自分が医術を神官に教えたというのに、ウラルは感心していた。

『お嬢ちゃん、またぼうっとしてるな。アレンのことなら心配いらないよ』

『そうね。でもアレンが、同じように不安を感じているのが、なぜかしら、わかる気がするの』

『俺の言うことも聞けないくらい、興奮してたからな。それだけ強い気を発してれば、アレンにも何か伝わるだろう』

『会いたいな。でも私は、ラウル・メイデン。指揮官としての仕事が残ってる』

　シーナはオゼム神官に頭を下げると、また馬のところに戻った。

　ゴシュラムに帰還する兵達の列は、まだ延々と続いている。怪我をした者は立ち止まり、神官の世話になっていたが、中には歩くのが辛いのか、たいした怪我ではないのに大げさに泣き叫ぶ者もいて、神官達に叱しかられていた。

　けれどそれもすぐに笑いに変わる。

　皆の顔が生き生きとしているのが、シーナにとっては何よりもの救いだ。

『わかるか、シーナ？　無敗軍団はこういった喜びを知らない。守るために戦うのではないからな』

『そうね。侵略し、奪い、殺すだけの軍団だもの』

『ハッシュウィルは内側から滅びる。それが俺の願いだ』

　どうやって滅びていくのだろう。シーナにはまだよくわからない。戻ったら、今度はウラルに頼ることなく、本格的に兵法を学びたいと思う。そうすればウラルの願いの意味も、よくわかるような気がした。
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　ゴシュラムの都、ゾードの中心部、城からは少し離れた市街に治療院はあった。元は古い神殿だったが、ここで祭事が催もよおされることはほとんどなくなった。そこで神殿を奥に新たに設もうけ、あとは病人のための治療院としたのだ。

　レディ・サナは、最初に運び込まれてきた怪我人のために、忙しく動き回っていた。

「怪我の治療をいたします。まずは清水で傷口をよく洗ってください」

　兵達は、そうやって声を掛けて回るレディ・サナを見かけると、深く頭を下げる。

　国王の許いい嫁なずけだ。いずれは皇こう后ごうとなる身分なのに、こうして平民の兵にまで、親切に手助けをしてくれる。誰もがレディ・サナを、女神のように敬愛していた。

　そうやって忙しくしている合間に、レディ・サナはそっと抜け出して、治療院の奥深くにある厨ちゆう房ぼうに向かった。

　厨房では怪我をして運び込まれてきた兵達のために、大麦のミルク粥がゆを大量に用意しているところだ。料理人はいつもの何倍もの量を作るために、忙しく働いている。そんな姿をぼんやりと見ながら、豆をさやから取り出している若者がいた。

　金の髪に青い瞳。よく見ると美しい顔立ちなのだが、知性というものが全く感じられないせいか、無む垢くな子供のように見える。

「アレジ、落ち着いた？」

　レディ・サナはアレジと呼んだ若者の横に座り、まるで姉のように豆のさやが散った若者の膝ひざを綺き麗れいにしてやった。

「あなたと踊ったこと、覚えてるかしら？」

　黒髪の美女であるレディ・サナに見つめられても、若者の表情は何も変わらない。まるで繰り人形のように正確に、さやを剝むく作業を続けている。

「アレン様……」

　誰にも聞かれないような小声で、レディ・サナは若者の本当の名前を口にした。

　だが何の反応もない。

「私、生まれて初めて、本当の恋というものを知りましたの。でもね……その方は、この世の人ではなかったんです。アレン様、神はいつまであの方を、この世に留とどめておかれるつもりなのかしら……」

　レディ・サナは深いため息をついた。

　アレンに話しても、どこまで通じるのかわからない。彼がまともになる時は、その体に神を宿している時だけだと、もうレディ・サナは気づいていた。

「ドレスを纏まとったあの方を見ると、わいてくるのは親愛の情だけですわ。美しくて、明るくて……聡明で……あの方こそ、ゴート様にふさわしいレディだと思いますもの」

　ドレスの皺しわを直しながら、レディ・サナは俯うつむく。その顔には、病人の前では決して見せない、悲しげな表情が浮かんでいた。

「ラウル・フォー・メイデン……そんな名前の騎士は、どこにもいないのですね。そう思って忘れたいのに……あの方はまだいるんですもの。凜々しい騎士の姿をして……」

「……」

　小さな籠かごに、豆がいっぱいになった。すると料理役が寄ってきて、新しい籠と取り替える。その間も、アレンは顔を上げることもない。

「ごめんなさい。こんな話をしてはいけなかったかしら。もっとレディ・シーナと親しくなれたら、きっと今のような気持ちはなくなりますわね。私は、幻まぼろしに恋しているんだと、わからせていただけると思いますわ」

　レディ・サナは立ち上がり、またもや汚れてしまったアレンの膝を払ってやってから、厨房を出ていった。

　自分にはやることがある。治療院で病人を元気づけたり、運営がうまくいくように、資金や必要な物を集めたりするだけだが、それでもレディ・サナにとっては大切な役目だった。

　叶かなわぬ恋の夢など、忘れることだ。それにはもっと、何かをしていかなければ。

　レディ・サナはまた怪我人のいる場所に戻り、休む間もなく手当を続ける神官達を手伝った。

　レディにしては、気き丈じようなほうだろう。ひどい怪我をしている兵からは、血が滴したたり、肉から骨が飛び出したりしている。そんなものを間近に見たら、普通のレディはハンカチを口元に当てて失神してしまうところだ。

　けれどレディ・サナは、決して目を背そむけない。ドレスが汚れるのもいとわず、白く綺麗な指先が、血に染まることも恐れずに、怪我人達の世話を進んで行っていた。

「レディ・サナ」

　煮しや沸ふつした包帯を、竈かまどの前で乾かす作業を手伝っていたレディ・サナは、神官の一人に声を掛けられて振り向いた。

「何かありましたの？」

「アレジがおりませんが、何か、お命じになりましたでしょうか？」

「いいえ……」

「オゼム神官に、アレジから目を離さぬように言われておりましたが、忙しさでつい、忘れておりまして。先ほど、レディ・サナがお話しされた後、ふらりと出ていったと、料理役が申しております。行き先に心当たりがございますか？」

「ありません……いえ……待って……」

　聡明なレディ・サナは、自分が言った言葉を思い出し、そこからアレンがどんな行動に出るのか、急いで推測した。

「あのとおりの若者なので、すぐに捜し出さないと」

　若い神官は焦っている。オゼム神官が特別に面倒を見ている若者だ。いなくなったとなったら、大事だと不安になっているのだ。

「よろしければ、私が捜しにまいりますわ」

「レディ・サナ、しかし、それではあまりにも」

「心当たりがございます。馬車でまいりますから、ご案じなく」

　レディ・サナは軽く黙もく礼れいすると、すぐさま自分の従者を呼び出し、馬車を出すように命じた。

　戦場に向かったと、レディ・サナは思っていた。

　アレンには考える力がない。神が宿っていない時は、抜ぬけ殻がらになってしまう。

　そう思っていたが、もしかしたら大間違いだったのかもしれない。

　シーナが女の身で、戦場に赴くことを、レディ・サナはどこか気の毒に思っていた。だからこそシーナには、できるだけ早く、本来のレディの姿に戻ってもらいたいと思っている。

　ラウル・フォー・メイデン子爵を忘れるためにも、そのほうがありがたい。

　そんな気持ちを感じたアレンが取る行動といったら、自分がシーナの代わりに戦うことではないだろうか。

「国境の荒れ地に向かって。その途中、金の髪の殿方がいたら、馬車を止めて」

　言われた従者は、驚いたように馬車に乗り込むレディ・サナを見た。

「姫様、それは危のうございます。戦は終わったものの、ハッシュウィルの残兵が、まだうろついておりましょう」

「だからこそ急がないといけないんです」

　レディ・サナはこんな時、自分がひ弱な女性であることが悲しかった。シーナのように戦える腕や、自ら馬に乗って駆けていける力があったら、どんなに助かるだろう。

　従者は命じられたことなので、しぶしぶと馬車を出した。

　町中は帰き還かんした兵達で溢れている。すでに料理屋に飛び込み、酒を飲み始めた者もいて、ゾードの広い街路も人で埋め尽くされていた。

　そんな中、レディ・サナは金色の髪を捜す。馬車の窓から身を乗り出すようにして、アレンの姿を求めた。

　ゴシュラムに金色の髪をした人間はあまりいない。すぐに見つかると思ったが、そう簡単にはいかなかった。

　いつか馬車は混み合う町中を抜け、国境の荒れ地に向かう街道を走っていた。

　これまでほとんど宮中で暮らしていたレディ・サナは、こんなところまで来たことがない。人家もなく、森が延々と続く街道を、従者と馬車の御ぎよ者しやのみで行くのは、やはり危険が大きすぎただろうか。

「いいえ……私のしていることは、きっと、間違っていない。この先にアレン様は必ずいるわ」

　レディ・サナは両手を組んで、静かに祈る。

　神は心正しい者を救うと信じて。








◆◆◆






　無敗軍団。そこに所属することの栄光とは、いったい何だったのだろう。

　足を斬られ、動けなくなった無敗軍団の兵士ルウドは、革紐で傷口をしっかり縛り、どうにか止血だけはしたものの、動けずにじっと荒れ地に蹲っていた。

　午後の日は陰り始めている。あちらでもこちらでも、怪我をした兵が呻いている。怪我の程度の軽い者は、とうに歩いて戦地を去った。残っているのは、動けないような者ばかりだ。

　空を見上げると、鳥が多数舞っている。風に乗って流れてきた血の匂いを嗅かぎつけて、鷹たかや烏など、肉をついばむ鳥達が集まってきたようだ。

　ルウドは甲冑を外し、剣を杖つえ代わりにして立ち上がった。

　ともかく帰らないといけない。

　だが、どこに帰るというのだ。

　戦えなくなってしまった兵士を、無敗軍団がまた迎え入れてくれるとは思えない。

　ルウドは貧まずしい炭たん鉱こう夫ふの家に生まれた。幼い頃から両親と共に、燃える石を掘り出す作業で生きてきたのだ。

　十四の時、両親は流行はやり病やまいで亡くなった。その後で、ハッシュウィル軍の兵を募るという知らせを聞き、体に自信のあるルウドは、故こ郷きようの山を捨てて首都に向かった。

　ハッシュウィル軍で厳しい軍事訓練を受けた後、ハイル王子率いる無敗軍団に抜ばつ擢てきされた。それはハッシュウィル軍の兵にとっては特別なことだったから、ルウドは当初は素直に喜んだ。

　けれど何が特別なのだろう。他の兵より、貰もらう金が多いということか。いつも新しい剣や甲冑を与えられ、ハイル王子の身近にいて守るという大役を任されることなのか。

　ゴシュラム軍が、負傷兵から遺体まで、すべて連れ帰った様子を見ていた。

　なぜ彼らは、そんな無む駄だなことをするのだろう。

　死んだ者は、烏からすや狼おおかみの餌えさにしてしまえばいい。今は昼だから鳥が狙っているが、夜になれば狼や山犬が押し寄せてきて、綺麗に片付けてくれるはずだ。

　ルウドにはわからない。ただ一つはっきりしていることは、いつまでもここにいたら、いずれ狼の餌え食じきに自分もなってしまうということだ。

　どうにか立ち上がったものの、左足はもう何の役にも立たない。引きずるようにして、一歩、また一歩と歩き始めた。

　喉のどが渇かわく。ゴシュラム軍のおかしな機械がまき散らした大量の水が、ところどころに水たまりを作っている。

　ルウドは苦労してまた蹲ると、水たまりの水をすくって飲んだ。

「わからない。怪我をした兵なんて、折れた剣と同じだ。捨てていけばいいのに」

　ハイル王子は真っ先に撤退した。

　なのにゴート王は最後まで残って、怪我人を自分の馬に乗せて運んでいた。

　ゴート王、金の騎士ラウル・フォー・メイデン。この二人を生いけ捕どりか、または殺して首を持っていけば、多額の報ほう奨しようにありつけると聞いていた。

　ルウドは刃こぼれのした剣を見つめる。

　かつてこの剣で、ウラルの国の兵を何人も殺した。兵だけではない。宮廷内にいた神官や、従者も殺した。

　そして最後は、馬に乗ってウラルの王子と王女を追跡した。

「あの金の髪……あれは……ラウル・フォー・メイデン、いや、アレン王子だった。谷底に落ちたと思ったのに、生きていたんだろうか」

　独ひとり言ごとを呟きながら、ルウドは自分の左足を斬った男のことを思い出す。

「なぜ、殺さなかった。あの場で、俺の喉を搔き切ることなんて簡単だったのに……」

　死ぬより恐ろしいことがあるとラウル・フォー・メイデンは言ったが、まさに今のこの状況がそうなのだろう。ハッシュウィル軍に戻ったところで、役に立たない兵の烙らく印いんを押され、ハイル王子に抹まつ殺さつされるだけだ。

　かといって、戻る家も、迎えてくれる家族もいない。

「そうか……死んだほうが楽だったな」

　ルウドは苦笑しながら、なぜかハッシュウィルには向かわず、ゴシュラム目指して歩きだしていた。

　いつか荒れ地を抜けて、森に入っていた。森は夜になると恐ろしい。狼がいるし、こそこそと動き回る狐きつねもいる。血の臭いをさせているから、やつらの攻撃を避けるのは難しい。

　自ら死を選ぼうか。

　絶望的な思いの中、ルウドは杖代わりにしている剣を見つめた。

「待てよ。死ぬのは後だ。いつでも死ねる……このままだったら、ほっといても死ぬだろうし」

　血を大量に失ったせいで、ふらふらしていた。そのせいなのか、ルウドは幻を見ている。

　あれが幻でなかったら、幽霊だろうか。それにしてはおかしい。どうして幽霊は、アレン王子の姿をしているのか。

「ラウル・フォー・メイデン、いやアレン王子か？」

　ルウドは木にもたれ掛かり、片手で剣を構えた。

　その声に、アレン王子はゆっくりとした歩みをさらに遅くする。

　だがよく見ると、アレン王子は何も武器を身につけていない。甲冑もなければ、馬にも乗っていなかった。しかも王子とは思えない、粗そ末まつな衣服を身につけている。

　金の髪に木こ漏もれ日が当たり、きらきらと反射していた。

　肌が白く、唇はピンクだ。瞳は深い海のように青く、瘦せたその姿は精霊のようにも見えた。

「幻だろうな……この俺にも、罪を感じる心があるってことだ」

　ルウドは力なく笑い、幻にしてはやけにはっきりしているアレン王子を、再びじっと見つめた。

「……いない……」

「えっ？　何だって？」

　ついには幻聴が聞こえるようになったのか。

　ルウドは何回も頭を振る。いよいよ出血の影響で、意識が混こん濁だくしてきたようだ。

「ラウル、ラウル・フォー・メイデン。あんたの言ったとおりだ。生き残るほうが残酷だってことに、今頃気がついたよ。傷の痛みなんて、どうってことはない。俺は……何度も、辛い思いを経験してるんだし」

　幻に向かって、ルウドは語りかける。それはルウドにとって、生まれて初めてのだった。

「辛いのは……心だ。俺は……俺は……何をしてきたんだろう……大勢、人を殺した。俺は……何のために生きてきたのか」

「どこ……」

　幻のアレン王子は、ルウドの手にした剣を恐れる様子もなく近づいてくる。そしてルウドの顔にそっと手を触れた。

　温かい。

　ではこれは現実なのか。それにしてはアレン王子の様子がおかしい。魂をどこかに置き忘れたようで、とても自分の左足を斬った、敏びん捷しような動きの男と同一人物だとは思えない。

「似ているだけか……」

　ルウドは剣を下ろした。

「もしかしたら、死んだ兵士の身内かな。だったらここに来ても無駄だ。ゴシュラム軍の兵士は、皆帰った。あんたの兄さんか従い兄と弟こか知らないが、捜してるやつならもう家に戻ってるよ」

　悲しみと心労のあまり、ものを考えられなくなっているのだろうか。ルウドはその天使のような若者を気の毒に思い、優しく声を掛けた。

　その時、馬車の音が聞こえた。ルウドは咄とつ嗟さに剣を構え、若者を自分の背後に匿った。

「じっとしてろ……」

　ゴシュラムの人間が、生き残ったハッシュウィルの兵を始末しに戻ってきたのだろうか。ルウドは最後の気力をふり絞って、戦うための準備をする。

　若者がゴシュラムの人間だったら、人ひと質じちに取れる。咄嗟にそう考えたが、瞬時に否定した。

　身内を失って、心を壊すほど苦しんでいる若者に、そんなむごいことはできない。

「やはり逃げたほうがいい。意味がわかるか？　俺の側にいたら巻き添えを食う。ここから離れろ」

　けれど若者は、ルウドの側にじっと立ったままだ。

「行けよ。俺は、あんたの身内を殺した男かもしれないだろ」

　何とか若者を遠ざけようとしているうちに、馬車は目の前で止まってしまった。

「金の髪の若者を、ご存じありませんか？」

　馬車の窓から、若い女の声がした。

　ルウドは顔を上げて、じっと馬車を見つめた。弱そうな御者、老おいた従者、そして若い女だ。

　馬を奪って逃げるくらい、簡単にできるかもしれない。剣を持つ、ルウドの手が震えた。

「まぁ、ひどい怪我をなさっておいでなのね」

　ところが何を思ったのか、女は馬車から飛び降りて、ルウドの側に駆け寄ってくる。

「よせ……俺は……」

「治療院に、今すぐお連れします」

「いや……俺は……」

　ゴシュラムの人間じゃない。その言葉が、すぐに出てこない。

　女は美しかった。しかも清せい楚そな雰囲気が溢れていて、ルウドなど一生、声も掛けられない高貴なレディの匂いがする。

「どこ……」

　その時、木陰から若者が姿を現した。すると女は、嬉しそうに若者に抱きつく。

「アレジ、こんなところにいたのね。あなた、もしかして彼を守ってくださいましたの？」

　女はルウドに訊ねる。そうか、きっとこの女の弟なのだ。迎えが来たんだ、いいじゃないかと思っているうちに、いよいよルウドの意識は遠くなっていった。

「大変、馬車に乗せて」

「しかし姫君。あるいは敵国の兵士かと思いますが」

　従者が不満そうに言うと、女は毅き然ぜんとした声で言った。

「怪我人ですよ。見捨てて行けと言うの。もう戦は終わりました。ここにいるのは、傷ついたただの人よ」

　ありがとう、レディ。

　ルウドはそう言う代わりに、何年も流したことのなかった涙で応こたえた。
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　賑にぎわうゾードの町中を、マントのフードを目ま深ぶかに被ってシーナは進む。とても馬で行ける状態ではないので、あえて徒と歩ほにしたのだ。

　その横には、やはり同じようにフードを被ったミトリが従っている。

「レディ・サナは無事にアレンを見つけられたかしら」

　最後の負傷兵を乗せた荷馬車と共に戻ったオゼム神官から、アレンが行方ゆくえ不明になったという知らせが届き、シーナは急いで治療院に向かっている。

「またハイルに捕らわれなければいいけれど……」

　それだけが一番の心配だが、今のアレンには自分が狙われているという意識もない。

「どこに行くつもりだったのかな」

「おそらくは、シーナ様を捜すつもりだったのでしょう」

「私を？」

「お二人の心は通じているはずです。ハイルを逃してしまった時、シーナ様はかなり苦しんでいらっしゃいましたから」

「そうね……だったらアレンは……えっ、駄目よ！　戦場の荒れ地に向かってる！」

　シーナは治療院よりも、荒れ地に向かおうと方向を変えようとした。その腕をミトリは押さえた。

「アレン様の歩きでは、そんなに早くは行けません。レディ・サナが馬車で追ったというなら、あるいはもう治療院に戻っているでしょう」

「もし違う場所に向かっていたら？　ああ、心配、どうしてアレンったら」

　二人は再び治療院に向かって歩きだす。

「でもいい傾向です。アレン様がご自分で考えて行動を起こすなんて、これまであったでしょうか？」

「なかったかもしれない……ミトリ、もしかしたら、アレンの魂が戻ってきたのかしら」

「わかりません。あまり大きな期待は持たずに、冷静でいましょう」

　それでも二人の足は、かなり速くなっていた。

　治療院も人で溢れていた。治療を受けている兵、怪我をした身内を迎えに来た人などで、歩くこともやっとなほどだ。

「重傷な方のお名前は、ここに貼はり出してあります。家族をお捜しの方は、私に申しつけてください」

　自分も頭に怪我をしているのに、そうやって連絡係を自ら引き受けている若い兵がいる。中に入れば、軽傷の兵が重傷の兵の手当てを手伝っていた。

『……素晴らしいことだわ。ウラルのお陰ね』

『俺は何もしていないよ。ゴシュラムの人間は、みんな心こころ根ねが優しいだけさ』

『今日はずいぶんと謙けん虚きよだこと』

『まぁな』

　ウラルの心も、人々の優しさに触れて穏おだやかだ。

　シーナはアレンのことでまだ不安だったが、救われたような気持ちになってくる。

「ゴート様ったら、明日は勝利の祝しゆく宴えんを開くなんて言いだすし。どうしてあの人は、あんなにお祭り好きなのかしら」

　思わず言うと、ミトリは笑った。

「お似合いですよ。シーナ様もあのまま平和な世の中だったら、陛下と同じように生きることを楽しまれたと思います」

「お似合いなんかじゃないわ」

　フードで隠れていたからいいようなものの、シーナは耳まで赤くなっていた。

「ゴート王は勇敢で、優しい方です。最後は、自ら負傷兵を助けておられました」

「そうだったわね」

「王族として、あそこまでやれる人物はそういないでしょう。アレン様にも、ぜひゴート王の姿勢を学んでいただきたいのですが……」

「大丈夫よ。きっとアレンは、私達のところに帰ってくるわ」

　治療院の奥に入ると、オゼム神官がシーナを待ちかまえていた。

「おおっ、ちょうどよいところに。ただいまレディ・サナが、アレジを連れて戻られました」

「よかった……」

　朝から緊張の連続だった。やっと終わったと思ったら、城に戻った途端にアレンのことを聞いて、シーナはまたもや緊張を強しいられたのだ。

　今日はこれでおしまいにしてと、シーナは小さく願う。

「ちょっと厄やつ介かいなことになりまして……こちらに……」

　オゼム神官は、地下にある倉庫へと二人を案内する。

「オゼム神官、アレンに何かあったのですか？」

「アレン様はご無事です。奇跡としかいいようがありませんな。ハッシュウィルの兵が、まだ大勢残っている荒れ地の近くまで行ってしまわれたようですが、怪我一つなくお戻りになりました」

「では何が問題なのです？」

　昼でも暗い倉庫の中は黴かび臭い。その中、微かすかに花のようにいい香りが漂っている。香りの先に目を向けると、空き箱を連つらねて作った仮のベッドに寝かされた怪我人の側に、レディ・サナが付き添っていた。

「サナ……」

　シーナは思わずレディ・サナに駆け寄り、そのたおやかな体を抱きしめた。

「ありがとう……アレンを見つけてくださったのですね」

「ええ、思ったとおり、荒れ地に向かっていました」

「どうしてそう思われたんです？」

「あなたの心の中は、戦のことでいっぱいだったと思います。アレン様にも通じていたでしょう。そんな時に、私ったら不用意に、アレン様の前であなたの名前を口にしてしまったんです」

　レディ・サナはシーナの手を取り、アレンの無事を心から喜んでくれていた。責任感の強いレディ・サナは、アレンが出ていったことが自分に原因があるとも思っていただろうからなおさらだ。

　アレンは隅に蹲っていたが、ミトリがマントのフードを外すと、突然弾はじかれたように立ち上がり、駆け寄ってミトリに飛びついた。

「リー……どこ？」

「アレン様、私ならここにおりますが」

　何かを必死になって捜しているアレンの様子に、その時、そこにいた全員が何を捜しているか気がついた。

　アレンはシーナを捜している。

　けれどここにいるシーナは、アレンの姿をしているのだ。

　二人のアレン。アレンには、それがどんな意味を持つのかまだわからない。

「アレン。私よ」

　シーナはアレンに駆け寄り、その体を強く抱きしめた。

『どうしよう、ウラル。アレンの中にあなたが入る？』

『やめておけ。レディ・サナの前で、それはまだやめておいたほうがいい』

『でも、アレンが私を捜してるのよ』

『だったら、レディ・サナに退室してもらうしかないな』

『彼女だったら大丈夫。きっと秘密を守ってくれるわ』

『いや……そういう問題じゃない。乙女心ってやつを、少しは考えてあげたらどうだ。シーナ、自分達のことばかり考えていては駄目だ』

　ウラルがなぜレディ・サナに、そこまで心を砕くだくのか、今のシーナには考える余裕はなかった。

「う――ん」

　その時、怪我人のルウドが目を覚ました。

「ラウル……メイデン……なぜここにいる。レディ、俺を売ったのか？」

　まだ意識のはっきりしないルウドは、仮のベッドの上に起き上がると、よろよろと剣を捜す。だが剣は近くにないので、ルウドは武器になりそうなものを捜していた。

「その顔……足の傷」

　シーナの脳裏に、戦場でホースを切り裂こうとした兵の顔が、まざまざと蘇よみがえった。

「この男は？」

　咄嗟にシーナは剣を抜く。するとオゼム神官が、慌てて間に立ちはだかった。

「ラウル様。厄介な問題とは、このことです。レディ・サナが助けられたのは、どうやらハッシュウィルの兵らしくて」

「わかっています、オゼム神官……彼の足の傷は、この私がつけたものです」

　シーナの言葉に、レディ・サナは驚いたようだ。その顔からみるみる血の気が引いていく。

「無敗軍団の兵士が、なぜここにいる？」

　ルウドに剣先を向けながら、シーナは強い口調で問いかけた。

「でも、よい人ですわ。アレ……アレジを守ってくださったんです」

「守っていたかどうかはわからないですよ。人質に取ろうとしていただけかもしれない」

　荒々しいシーナの言葉に、レディ・サナの体はふらついた。

「私……いけないことばかりしてますわね。私のせいで、大変なことになってしまって、ごめんなさい」

　レディ・サナは泣きそうだったが、下唇を嚙んで耐えている。

「あなたのせいではありません。あなたを責めるつもりもありませんから」

　シーナは慌てて慰めたが、レディ・サナは小さく首を振るばかりだ。

『女の子には、優しくするもんだぞ』

『私はウラルに優しくされたことないけど』

『いーっぱいあるだろ、お嬢ちゃん。神様はな、お嬢ちゃんをそんな意地悪で嫌な子に育てた覚えはないぞ』

　ふらつきながらも、何とか自分の身を守ろうとするルウドに、いつの間にかアレンが近づき、その体を優しく抱きしめていた。

「あっ！」

　危ないと叫ぼうとしたシーナだったが、ルウドがそれで落ち着きを取り戻し、静かになったのを見て驚いた。
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『シーナ、よく見ろ。アレンは生まれ直してるんだ。あれは幼い子供の姿だよ。悲しみや怒りを慰めるために、どうしたらいいか教えられたわけでもないのに、アレンは自然にやってるんだ』

　今のアレンには、ルウドが敵だという意識はない。ルウドの恐怖を、何とか宥めようとしているだけだ。

　それがよかったのだろう。ルウドはアレンの体を優しく叩くと、微笑みを浮かべてみせた。

「ラウル・メイデン。俺は、ゴシュラムの城内で処刑されるんだろうか。それとも広場に吊つるされるのか？」

　ルウドの問いかけに、シーナはどう答えたものか迷った。

　一回の戦いで、勝敗がついたとはとても思えない。ハイルはまだ諦めてはいないだろう。それまではたとえ怪我人といえども、ハッシュウィルの兵士を匿っておくわけにはいかなかった。

「そんなことはしない。だが町に出て、ハッシュウィルの兵だと知られたら、貴殿が辛い思いを味わう。レディ・サナに免じて、怪我が治るまでここにいることは許すが、その後はハッシュウィルに送り返す」

『えらいぞ、お嬢ちゃん。素晴らしい解決方法だ。大人になったな』

　ウラルに言われても、シーナは単純に喜べない。剣を納めたものの、その心境は複雑だ。

　この男が、ウラルの国に攻め込んで、何人かを殺した可能性もある。それを許せと言われても、簡単に許すことはできなかった。

「レディ・サナ。怪我人とはいえ敵兵です。これ以上は、近づかないように」

　シーナはレディ・サナの腕を取り、地下室から連れ出そうとした。

「メイデン子爵。約束してくださいます？」

「何をですか？」

「たとえハッシュウィルの方だとしても、せっかく救った命です。無事に送り届けてくださいますか」

「約束します」

「ありがとう。あなたは公正な方だわ」

　レディ・サナは大きく頷き、信頼の眼まな差ざしをシーナに向けた。

　シーナはルウドを振り返り、足に巻かれた布に染み出す血の色を見る。

　果たしてあの体で、ハッシュウィルに戻してもいいのだろうか。ハイルの非情さは、ウラルが教えてくれた。敵に匿われた兵を、ハイルが許すとは思えない。

『シーナ、誰とでも仲良くしておけば、そのうちにいいことがあるかもしれないぞ』

『ウラルったら、また何か考えてるのね』

『まぁな……』

　ウラルはシーナの考えを読めるが、シーナはウラルの考えを読めない。また何か、とんでもないことを思いついた神様の気まぐれを、シーナには推おし量はかることはできなかった。
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　長かった一日が終わろうとしている。シーナは一人、馬に乗ってザルツとの国境近くを目指していた。

『お嬢ちゃん、元気出せよ。明日は祝勝大祝賀会だぞ。ドレスを着て、またゴート王と踊れる。アレンの体を借りるよ。この前みたいに、うまくやるからさ』

『ありがとう……ウラル』

　もうすっかり暗くなっていて、街道を歩く人影もない。振り返ると遠くに、城の影がぼんやりと見え、さらにその先にゾードの町の灯あかりが揺らめいていた。

　以前、ゴート王に偶然真実の姿を見られてしまった泉に、シーナはまたやってきた。そこだけは白い蒸気が立ちこめ、異世界への入り口のように見える。

『少しの間、一人にして……』

『わかった。ゆっくりと温かいお湯に浸ひたるといい。そうすれば何もかも、湯の中に流れ出すさ』

『そうね。わがまま言ってごめんね、ウラル』

　シーナの耳から、すーっと緑色の煙のようなものが出ていく。するとシーナの体は、柔らかい女性に戻った。

『おかしいよなぁ。馬になった途端に、ものすごーく草が食べたくなるんだけど』

　愛馬の中に入ったウラルは、体を揺すって笑いを示した。

　けれどシーナからは、いつものように明るい笑いの雰囲気が返ってはこない。

『お疲れだな。あまりにもいろいろとありすぎたもんな』

『そうね……』

　ゴシュラムの城では、ラウルがいないと今頃また騒ぎになっているだろうか。騎士団の野営地に戻った騎士達は、それぞれの功績をラウルと語り合いたいだろう。

　ゴート王はシーナに会えると思って、城に戻るのを楽しみにしていたかもしれない。

　なのにシーナは、今は一人になりたかった。

　シーナは馬から下りると、草陰で服を脱ぎ、静かに泉の中に入っていった。

　温かな湯が、シーナの全身をそっと包む。

「何人も斬った……私はハイルを責められない……」

　頭まですっぽりと湯に潜もぐる。息が続く限り、湯の中にいたシーナは、苦しくなって顔を上げる。

　濡れてしまった顔には、涙も痕こん跡せきを留めることはできなかった。

「私は……ウラルの第一王女……それとも第一王子……」

　戦っている時は夢中だった。だが終わってしまうと、いろいろな場面が蘇り、シーナを苦しめる。

　ルウドの足の怪我は痛々しかった。彼に対して感じた怒りは、怪我の原因となった自分の行動に向けられたものでもあるのだ。

　戦だったのだと、簡単には割り切れない。

　自ら騎士になることを選んだレディ騎士は、こんな苦しみを抱かないのだろうか。

「ハイルがハッシュウィルからいなくなったら、あの国は本当に平和になるの？　では誰が、あの兵のように、傷ついてしまった人を救えるの……ウラルの人達は、ハッシュウィルの人間を許せる？」

　ウラルがいたら、気の利きいた答えを教えてくれるだろう。だがそれでは自分で考えたことにならない。

　シーナは自分で答えを出したかったのだ。

「今なら、ハッシュウィルの軍もばらばらだわ……そうだ、ウラルの騎士団と一緒に、ウラルに帰ろう。いえ、駄目、今、私達が抜けたら、再度戦いになった時、ゴシュラム軍が勝てるかどうかわからない……」

　悩みながらシーナは、お湯に再び頭から潜った。

　美しいドレス。ゴート王が贈ってくれた新しいドレスは、びっくりするほど鮮やかな赤だった。あの色を出すには、はるか東にある国の花が必要だと以前聞いたことがある。

　ドレスに添えて、赤いルビーのネックレスと、金の糸で飾られた赤い靴くつも添えられていた。

　ゴート王はシーナが、宴うたげの席で恥ずかしい思いをしないように気を遣ってくれたのだ。

　あのドレスを着て、ゴート王と踊る。どんなに楽しいだろう。ゴート王の手を取った場面を想像する。王は微笑み、シーナの手を少し強く握ってくる。戦う姿は凜々しいが、踊っている時のゴート王は優雅だ。

『ゴート様……』

　ゆらゆらと意識が揺れる。するといつの間にか、ダンスの相手がハイルに変わっていた。シーナは急いでその手を振りほどこうとする。だがハイルの力は強く、冷たい目がひたとシーナを睨み付けていた。

「ううっ」

　シーナは急いで顔を水面から出し、のんびりと下草を食べているウラルが入った愛馬の姿を捜した。

「ウラル……」

　岸に向かって、シーナは歩きだす。

　やはりまだ一人ではいられない。誰かに励はげまし、支えて欲しかった。

　恐れなければいけないのは、ハイルではない。自分の弱い心だ。わかっているが、シーナはどうやったらこれ以上強くなれるのだろう。

　母のドレスの膝に頭をのせ、ウラル神の物語を読み聞かせてもらった時を思い出す。

　優しく美しい母の声は、はるか昔の物語を、シーナの脳裏にまざまざと蘇らせてくれたものだ。

「いつか私も、あんな物語の主人公になるのかしら……」

　ウラル神と共に、国の再興のために戦った王女として、シーナの名前は語り継がれるのだろうか。

「神話の神様は、もう少し格好よかったけど」

　馬になったウラルは、必死になって柔らかな下草を探している。いつの間にか愛馬の腹は、まん丸に膨らんでいた。
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　ハイルは夜だというのに馬を飛ばしていた。

　無敗軍団。もうその名に意味はない。一度でも負けを経験したのに、無敗を名乗れば笑い者になるだけだ。

　背後に付き従う兵も、数が減っていた。

　何人かを失った。誰がいなくなったかは、ハイルにはどうでもいいことだ。兵の名前などいちいち覚えてはいない。

　だが数が減ってしまった危機感だけは、強く感じている。

　自分の軍団を補強しなければいけない。それにはただの兵の中から、剣の腕の優れた者を選び出すか、ハッシュウィルの王国軍から引き抜くしかない。

　多少の揉もめ事を覚悟しなければいけない。なぜなら王国軍と無敗軍団の関係は、決してうまくいってはいないからだ。

　今回の戦でも、下位の歩兵を借り出すのに揉めた。いつもは政策になど興味もないハッシュウィルの王なのに、なぜかすんなりと認めようとはしなかったのだ。

　どうしてハッシュウィルの王国軍があるのに、ハイルは自軍ともいえる無敗軍団を持ったのか。

　言葉にしなくても、宮廷の人間はみんな思っている。

　ハイル王子は、いずれ王を倒して、自らハッシュウィルの王と名乗るつもりだろうと。

　内乱になった時に、果たして無敗軍団と王国軍、どちらが強いのだろうか。

　これまでは誰もが、無敗軍団の強さを疑わなかった。だからこそ王も、あえてハイルの機き嫌げんを損そこねるようなことはせずに、何をしようと静観していたのだ。

　けれどここにきて事情が違ってきた。

　敗北。

　その言葉の意味は大きい。

　ハイルにとって、生まれて初めての敗北だ。いや、敗北だなどとは思いたくない。これは次の完全勝利のための、一時的な撤退でしかないのだ。

　体は疲れている。それでもハイルは、どうしても今夜中に、ウラル国に入りたかった。

　勝利を邪魔しているのは、アレンとシーナの双子ではない。

　ゴート王とゴシュラム軍でもない。

　寄せ集めの騎士団でもないし、復讐に燃えるウラルの騎士団でもなかった。

「あの機械は何だったんだ」

　ハイルは悔しげに呟く。

　これまでハイルが、一度も見たことのない機械だった。あんなものを、いったいいつ作り上げたというのだ。

　その技術力も素晴らしいと思うが、ハッシュウィル軍に気づかれることなく設置した手腕も凄い。敵の実力を認めるなんて、ハイルにとっては何よりも気に入らないことだったが、今回ばかりはそうも言っていられなかった。

　魔物の正体は何なのだろう。ただ生き物に取り憑いて、自由に意思を繰るだけではない。もしかしたらとてつもない知識を持っているのかと思うと、ハイルは気が気ではない。知らないうちに、またとんでもない機械を作られたら、さすがにハイルでも勝利への自信を失う。

　目指すはウラルの神殿だ。そこに魔物の正体を知る手掛かりと、まだ誰も知らない何かの機械の設計図でもありはしないかと思ったのだ。

　ウラルの城が見えてきた。今や住む人もない城は、日々荒れていき、廃はい墟きよへと近づきつつある。

　攻撃を受けた場所を直す者もなく、ハッシュウィル軍の監視も緩ゆるむと、泥どろ棒ぼうが押し寄せてほとんどのものを奪っていってしまった。

　松たい明まつを手にして、ハイルは神殿に入る。

　神殿も略奪されたのか、祭さい壇だんに置かれていた銀の燭しよく台だいや、貴石で作られた飾り物などはすべて奪われている。

　いつの間にかここを住処にしていたのだろう。松明に怯えた蝙こう蝠もりが、急いで外に飛び出していった。

「古文書があるはずだ。すぐに奪われるようなところにはないだろう。隠し扉があるに違いない。すぐに捜せ」

　無敗軍団の兵達は、それぞれ松明を手にして、神殿の随所に散って捜しだす。

　その間にハイルは、壁に描かれた絵を見つめていた。

　光り輝く球の飛来。麦を植え、蜂蜜を取るために蜂を飼い、家畜を増やす方法を神は人々に伝えたようだ。

　そんなことは、知りたくもない。どうでもいいことだ。

　次に神は、鉄の作り方を教えたとある。

　ハイルは以前、錬れん金きん術じゆつ師しから爆薬の調合法を手に入れた。それもはるか昔、ウラルの神が山を崩して道を造った時に、ウラルの神官が製造法をこっそりと書き写したものだということだった。

　古い言葉で書かれたもので、しかも紙が変色してよく読めない。ハイルは錬金術師に命じて、何年もかけ苦労しながら爆薬を作らせたのだ。

　魔物が本当にそのウラルの神なら、爆薬を作ることだって楽にできたはずだ。なのに爆薬を封じる手段に出たのが、ハイルにはどうしても理解できない。

「地面から水を噴き出させる機械か……」

　ハッシュウィルにも井戸はある。だが人が掘るものだ。あんなに大量の水をわき出させることは不可能だった。

「あったか？」

　うろうろとしているだけの兵に向かって、ハイルは苛立ちを込めて訊く。

「いえ、何もありません。書庫らしき場所には、何も残っていませんでした」

　兵は疲れた声で言った。

　昼間は激しい戦いをしてきたのだ。すぐにでも眠りたいだろう。なのにハイルの気まぐれに付き合わされている。兵達もうんざりしているのだ。

「無駄足だったか」

　苛立つハイルは、再び壁に目を向けた。

「そういえばウラルの神官達はどこに行ったんだ？」

「ウラルの神官は、病の治療もするので、いろいろな場所に散ってしまいました」

「治療……」

　医学の知識も、ウラルの神は持っていた。だったら神官が、医学の書と一緒に、古文書の類たぐいも持って出た可能性がある。

「神官を逃がしたのが失敗だったな」

　ハイルはもうここには用がないとばかりに、さっさと外に出ていった。

「光の球に入って飛来した神……そういえば、姫がおかしな球を手にして逃げ出したな。神には容いれ物がいるということか……」

　神の知識は、古文書で手に入れればいい。

　ハイルに味方する気がない神なら、いっそ消えてくれて構わない。ハイルはその方法について、頭を巡めぐらせ始めた。








◆◆◆






　白豹は、ゴシュラム城内の庭で、小さな野リスを狩る。餌は与えられていても、本能が狩りを命じるからだ。

　ウラルは白豹の本能を尊重する。体を借りているだけだ。白豹には白豹らしい生き方を、させてやらねばならない。

『しかし俺ほどの美食家はいないんじゃないの。馬になれば草がうまい。白豹になればリスが食える。いつか海に行って、鯱しやちにでもなるか。そうしたら魚がうまいんだろうな』

　寄生した生き物が心地いいと感じることは、ウラルも楽しめる。白豹が狩りに満足したことで、ウラルも満足していた。

『まったくなぁ。シーナも可か哀わい想そうに。そろそろ限界だ。早く元に戻してやらないと』

　白豹の動きは敏捷だ。素早く庭を抜けると、城門の横をくぐり抜け、濠ほりを楽々飛び越えてゾードの町へと向かう。

　戦勝で賑わった町は、まだ完全に眠ってはいない。あちらでもこちらでも、酔った兵が歌ったり、飽あきずにまだ飲み続けていたりした。

　そんな中、白豹は人目を避さけて治療院に向かった。

　明日は宮廷の祝勝会だ。シーナをゴート王と踊らせるためにも、アレンの体が必要だった。

　ミトリにはもう、白豹となって行くからと伝えてある。治療院の裏門を開いておいてくれるように頼んでいた。

　約束どおり、鉄でできた裏門は僅わずかに開いている。けれど獣が通るのがやっとという細さだった。

　治療院も眠っていない。今夜は大勢の怪我人が運び込まれていた。中には生死の境さかいをさまよっている者もいるだろう。ウラルは白豹の姿を見られることがないよう、陰に紛まぎれて素早く移動していった。

『アレンも少しは目覚めてきたんだろうか』

　だったらどんなにいいだろう。アレンが戻れば、そこからまた新たに前に進める。

『そうなったらお嬢ちゃんともお別れか。一人の人間に、長く入ってるのは難しいからな』

　ウラルは寂しい気持ちに取りつかれたが、それはいつものことだ。人の寿命は、ウラルからしたらかなり短い。別れは必ずやってくる。

　自分の役目をウラルは知っていた。だからこそ神官という制度を作って、人々を陰から助けてきたのだ。

　神官は婚姻しない。神と共に一生を過ごす。それが公平だと思っていたが、神様だって時には特別に一人の人間に目をかけることだってあるのだ。

「ミャーオー」

　ミトリを見つけて、ウラルは小さな声で呼んだ。

「ウラル神」

　周囲を窺うかがいながら、そろそろとウラルはミトリに近づく。そして体をこすり付けた。

『アレンに入る。城に戻ろう』

「はい……」

『アレンはどこにいるんだ？』

　片時もミトリと離れられないアレンなのに、今日は珍しく側にいない。不思議に思って訊くと、とんでもないことをミトリは言いだした。

「ハッシュウィルの兵の側にいます」

『なんだって！　危ないじゃないか』

「私も危険だと思い、地下室の扉の前で、ずっと控ひかえておりました」

『さすがだな、ミトリ。疲れてるだろうに』

　ミトリの気持ちが揺れている。それはアレンに対する複雑な思いを隠そうとする、いつものものとは違っていた。

　ウラルはさらにミトリに身を寄せ、その記憶を探さぐった。

『そうか……あの男、王を襲った時にいたんだな』

「おわかりになりますか？　人の記憶というものが、私にはよくわかりません。ですが、何度かあの兵の顔を見ているうちに、もしかしたらと思い出したんです」

『アレンも気がついたのかもしれない』

「はい。幸いなことに、シーナ様がメイデン子爵として現れたので、兵はアレン様のことは気がついていません。ただ顔が似ているだけの若者だと思っているようです」

　ウラルは獣らしくない表情で頷くと、地下へと続く階段を下りていった。

　蜜みつ蠟ろう一本だけが照らす、暗い地下の倉庫の中では、アレンがぼんやりと兵の顔を見つめていた。

　兵は寝ている。その顔には、苦しみの表情が浮かんでいた。

『どれ、ちょっとおじゃまするよ』

　ウラルは兵の側に寄り、体を密着させる。

『名前はルウドか……ふーん、そうなの。ハイルが嫌いなんだぁ。うんうん、わかるよ、辛かっただろうね』

　夢の中では、噓うそはつけない。ルウドは苦しみを思い切り吐き出していた。

『よし……わかった。今日はここまでだ。いずれ……また』

　素早くルウドの体から抜け出したウラルは、今度は一瞬でアレンの中に入る。

『よう、アレン。元気そうだな』

『……』

　確かにそこにアレンはいた。なのにウラルが入った途端に、アレンの意識はまた闇の中に潜ってしまった。

『辛いだろうが、シーナは一人で頑張ってるんだぞ。いつまでも隠れてないで、出ておいで、って、言ってもな。無理なのかもしれないが、できるだけ急いで欲しいよ』

　ウラルは椅子から立ち上がり、そっと倉庫を抜け出す。

　そしてミトリの腕を引き、その耳元に口を寄せて言った。

「大失敗をしちまった。アレンの顔の傷、それに目の色だ。疑われないように、今日はちゃんと直していくよ」

「……」

　目を青から緑へ。顔と額の傷を急いで修復する。すると少し窶やつれてはいるが、ラウル・フォー・メイデンそのものにアレンの姿は変化していた。

「人間の観察力ってやつは、そうバカにしたもんでもないからな。ちょっと、うっかりしてました」

　軽快な足取りで歩くウラルに、ミトリはため息と共に言った。

「祝宴などで浮かれていていいものでしょうか？　今ならハイルを討つのに、絶好の機会だと思うのですが」

「ウラルの人間と、ゴシュラムの人間では、戦についての考え方が違う。そこを理解してあげないとな」

「勝った者と、負けた者ということですか？」

　ミトリは悔しそうに言う。

　その肩を、ウラルは優しく叩いた。

「そうじゃない。守った者と、これから奪い返す者だ」

「奪い返す……」

「ゴート王に頼んで、兵を少し借りるといい。そうしてミトリ、早々にウラルに戻り、いつ王が戻ってもいいように、国の再建に入れ」

　一瞬、ミトリはそこに本物のアレンがいるように思った。肩に手を置いているせいで、ウラルにはすぐにミトリの気持ちが伝わってくる。

「アレンはじきに戻ってくる。頭がよくて、プライドの高い王子様は、姫のように素直じゃない。神様に頼りたくはないみたいだが、そうも言ってられないだろ」

「騎士団を引き連れて、国に帰還しろとおっしゃるのですか？　シーナ様は、どうされるおつもりです」

「その前に、ハッシュウィルの王との和平会議だ。双方、これ以上の犠ぎ牲せいを出したくなければ、それが常識ってもんだろ？」

　ウラルはハッシュウィルの王については、何も知らない。強大な力を持つ息子の影にいる王は、今、何を思っているのだろう。

「ハッシュウィルの王が戦続行を望むなら、帰還は少し延ばそう」

「ハイルをどうされるおつもりです」

　ミトリは壁に掛けられたマントを取り、ウラルに渡しながら言った。

　大きなマントで身を隠さないと、町中で兵に見つかったら大変だ。ゴシュラム軍を勝利に導いた英雄、ラウル・フォー・メイデンと酒を飲みたいと思っている連中は大勢いる。

「俺に任せろ……と、言いたいところだけど、いざとなったら、また助けてくれ」

「もちろん、どんなことでもいたします」

「そう……だったら」

　ウラルはマントを羽は織おると、壁にもたれて大きくため息をついた。

「ウラル神、どうかされましたか？」

「……アレンは小食すぎる。ミトリ、治療院の厨房から、パンを一ひと欠かけ片ら、いや、二つでも三つでもいいから持ってきてくれよぅ。は、腹が減った」

「……」

　他の生物に寄生して生きていくウラルだったが、寄生されたものは大量のエネルギーを必要とする。

　人間の場合は、とりあえずパンがあればどうにかなった。

「祝宴、結構じゃないか。ご馳ち走そうをこの体で食いまくってやる。そしてワイン……今から楽しみだ」

　嬉しそうにウラルは笑っているが、そんな姿はちっともアレンらしくなくて、ミトリは悲しげにため息をついていた。








◆◆◆






　閉ざされた窓の合間から、朝日が細い線となって部屋に射し込んでいた。きらきらと輝く光の帯に、白豹の毛がふわふわと舞っている。

　綺麗、そう思ってシーナはしばらく見ていたが、何かいつもと様子が違うので、そっと体を起こした。

「アレン……」

　ベッドの横には、アレンが眠っていた。シーナは嬉しくて、アレンの額に優しいキスをする。

「昔は、よくこうやって一緒に眠ったわ。乳う母ばのカンナに見つかると怒られたけど、私は……いつもアレンといたかったの」

　シーナはアレンの髪に触れる。さらさらの金の髪が、幼い頃は羨うらやましかった。シーナの毛はくるくる巻いていて、すぐに葉っぱが絡からみついてしまうからだ。

　ベッドを下りると、シーナは窓を開きに行く。すると明るい光が、わっと部屋中に溢れた。

　ゆっくり眠ったせいか、もう太陽はかなり上まで昇っていて、仮にとはいえ平和を取り戻したゴシュラムの地を、大きな温かさで包み込んでいた。

「いい日ね……こんな時は、何もかもうまくいくような気がするの。昨日は疲れてたのかな。あんなに弱気になるなんて、私らしくない」

　シーナは白豹に向かって話しかけたが、白豹はベッドの足下で丸くなって寝ていた。

「……神様、どこにいらっしゃるの？」

　寝ているものにウラルが入っていることはない。アレンも白豹も寝ているから、またもやウラルは別のものになってどこかに行ってしまったのだ。

「シーナ……」

　名前を呼ばれたが、シーナは最初空そら耳みみかと思った。

「どこ……」

　けれどその弱々しい声は、明らかにアレンのものだったので、シーナは急いでベッドに駆け戻った。

「アレン、おはよう。よく眠れた？」

　昔が蘇ったかのように、シーナは明るく声を掛ける。

「シーナ……いた……」

　アレンは微笑み、ぎゅっとシーナに抱きついた。

「アレン、私がわかるの？」

　以前、ゾエラ山の中に隠れていた時は、アレンはシーナを見ても誰だかわからなかったのだ。それが今は、シーナの名前を呼び、懐かしげに抱きついている。

「そうよ、私よ、アレン……」

　シーナもしっかりとアレンを抱き、涙で濡れた顔をこすりつけた。

　側にいただけで満足してしまったのか、アレンにそれ以上の反応はない。だがシーナにとっては、自分が誰かわかってくれただけで十分だった。

「ねぇ、アレン。ミトリと一緒に、国に帰りましょう。そうして散り散りになってしまったみんなを呼び戻して、王国を再建するのよ」

　アレンの耳元で、シーナは訴える。けれどアレンは子供の時のように、シーナのくるくるの巻き毛を指に巻き付け、無む邪じや気きに笑っているだけだ。

「二人のアレン……いいわ、それでも。いつかあなたが帰ってくるまで、私とウラルで、王国を治めるから」

　だが肝心のウラルはどこに行ってしまったのだろう。そろそろ昼が近づいているというのに、戻らないとなると不安だった。

「シーナ……」

　アレンは大きく目を見開き、窓を示す。振り向いたシーナは、そこに大きな鷹の姿を発見して驚いた。

「鳥は脳が少ないから嫌いだって、おっしゃらなかった？」

　すると鷹は小首を傾げながら、ぴょんぴょんと部屋に入ってくる。それを見つけた白豹は、獲え物ものだとばかりに飛びつこうとしたが、爪を引っかけるよりも早く、鷹は部屋からまたもや飛び出してしまった。

「アレン、驚かないで。神様は何にでも姿を変えられるのよ。今夜はあなたになるけれど、心配しないでね。すぐに体を返してくれるから」

　その時、寝室の扉をノックする音がした。

「子爵様、お目覚めですか？」

　侍じ従じゆうのオズベルトだ。

　すぐに白豹はアレンにすり寄り、ウラルは素早くアレンの中に移動した。

「やれやれ、短時間に早変わりも疲れるもんだな」

　ウラルが入った途端、アレンの表情は急に大人びたものになる。しかも目の色が、青から緑に変わっていた。

　シーナは少しがっかりしていた。

　もしかしたらアレンの魂を、うまく呼び戻せる絶好の機会だったかもしれない。そう考えてしまうのだ。

「失礼します」

　部屋に入ってきたオズベルトは、そこにシーナがいたことで驚き、慌てて再び扉の外に出た。

「レディ・シーナがいらしていたんですね。失礼しました」

　従者といえども、レディの寝ね間ま着き姿など見てはいけない。レディには女じよ官かんが付くのが普通なのだ。

「オズベルト、静かにしていてくれたおかげでよく眠れた。すまないがすぐに食事の支し度たくをしてくれ」

「はい」

　オズベルトがばたばたと駆けだす音がする。シーナは急いで寝間着を着替えようとしたが、ここにあるのはすべてラウルのための服だったことに気がついた。

「今日は、シーナのままでいていいってこと？」

「そうだよ、お嬢ちゃん。今日は俺がラウルだ」

　ウラルは服を選び出し、着替えを始めたが、すぐに眉を寄せた。

「うーん、まずいな。アレンの体が回復してきたせいか、背がかなり高くなってる。祝宴でざわざわしている時だったら気がつかれないだろうが、一対一で向かい合うと、微妙に違ってるのがばれそうだ」

「ウラルでもごまかせないの？」

「小さいものを、多少大きく見せるのはできるが、大きなものを縮めるのは無理さ」

「そうよね……ウラル、私、考えたんだけど、私達はそろそろ国に帰るべきだと思うの。ウラルの国民も、みんな私達が戻るのを待っていてくれているわ」

　シーナは決意していた。ゴート王を愛していたが、自分の感情だけでいつまでもここに留まってはいられない。

「そうだな。まぁ、もうしばらく待ってくれ」

「また鳥になんてなって、何かしてきたのね。ハイルにはあなたが動物にもなれることはばれてるのよ。気をつけて」

「ああ、わかってる」

　ウラルはズボンの裾すそから、足が微妙に出ているのを意識しながら、食事をするテーブルについた。

「お待たせしましたぁ。さぁさぁ、レディ特製の朝食ですよ」

　オズベルトかと思ったら、違っていた。何とオズベルトは、バズを引き連れてやってきたのだ。

「バズ……」

「メイデン子爵、何か、今朝は雰囲気が違いますね。やっぱり戦った後だから、疲れが残ってるのかな」

「そんなことはないよ。空腹で死にそうなだけだ」

「そう思って、今日は元気を出してもらおうと、特製の鶏とり肉にくスープですよ。豆とキノコをたくさん入れておきました。肉詰めの揚げパンと、レディには干しぶどう入りの蜂蜜パンです」

　バズは小さなテーブルに置ききれないほどの料理を、二人の前に並べた。

「休戦中だろ？　バズは家に帰らないのか？」

　ウラルに訊かれたバズは、悲しそうな顔をした。

「俺様の家は、ゴシュラムの外れですからね。急いで戻るってわけにはいかないんで。野営地にそのまま残っている騎士達も大勢いますよ。休戦と停戦は違うからだそうです」

「そうだな。そのとおり、休戦と停戦では大きく違う」

「騎士達に食事を作る仕事がありますから、俺様もしばらくこっちに残ります」

「じゃあ今夜の祝宴には、出るんだな」

「とんでもない。俺様は貴族じゃないんで、ちゃんとしたダンスなんて踊れないし……晴れ着も持ってないですから」

　俯くバズを見て、黙っていられるシーナではなかった。

「よければ私の服を貸そう」

「はっ？」

　ウラルはしまったといった顔をし、バズとオズベルトは目を丸くしている。

「いや、レディ・シーナ。お気持ちはありがたいですが、俺様、ドレスを着て踊るわけにはいかないんで……っていうか、さすがにメイデン子爵の妹さんですね。おかしなこと言うとこまで、そっくりで」

　そこで初めてシーナは、自分が今は元に戻っていたことを思い出した。

「あら、嫌ですわ。私ったら、兄が言うべきことを、つい先に言ってしまって」

　ほほほほほと笑ってシーナはどうにかごまかしたが、バズとオズベルトは相変わらず顔を引きつらせている。

「それと料理長様、よろしければ私が、ダンスの練習相手になりますわ」

「そそそそそ、それは、いけません。いや、駄目、無理ですって」

　バズは真っ赤になりながら、大きく首を振った。

「俺様は、貴族でも正式な騎士でもないから、祝宴には呼ばれていないですし」

「それは陛下の手違いだ。戦績は公平に評価している。何も戦うだけがすべてじゃない。バズは素晴らしい仕事をしてくれたじゃないか」

　またもやシーナは、ラウルの口調で話してしまって、ウラルからそっと足を踏まれた。

「とっ……兄は言いたいと思いますわ」

「……おかしいですね。何か、メイデン子爵が二人いるみたいだな」

「あーら、私ったら、いつも兄の物真似をして楽しんでいるものですから」

　ほほほと笑いながら、シーナは蜂蜜パンを頰張る。ついいつもの癖くせで、レディにあるまじき勢いで、がつがつと食べてしまった。

「しっかし、双子ってこんなにも似てるもんなのかな。食べっぷりまで同じじゃないですか」

　ウラルも負けじとがつがつ食べ始めた。そうしないと、ますますどっちがラウルかわからなくなってしまいそうだ。

「何しろ、同じ家で育ったからな」

「そうなの、でも私、兄のように大食いではありませんのよ」

　体の中にウラルがいないと、シーナもそんなに食べられない。大好きな料理が並んでいるのに、すぐにおなかがいっぱいになってしまって、シーナは内心がっかりしていた。

「バズ。シーナにダンスの練習相手になってもらえ。服は私が貸す。宮廷の料理長が作った料理を、味見することができるんだ。祝宴に出るといい」

　ウラルに言われて、バズは細い目をさらに細くして笑った。

「うわーっ、レディ・シーナとダンスなんて、俺様、陛下に恨まれそう。でも、それも楽しそうですね。宮廷の料理か。どんなもの出してるんだろう」

　庶民のバズには、一生縁のなさそうな宮廷内の宴うたげだ。行けるとなって、バズはもう大喜びだ。

「よかったな、バズ」

「よかったな、バズ」

　同時に同じような声が聞こえて、またもやバズとオズベルトは目を丸くした。
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「タララーン、タララララーン、タリッタ、ラララーッ」

　バズはダンスのステップを踏みながら、野営地に戻ってきた。すると焚たき火び跡の周りで、地面に転がって寝ている男達の姿に気がついた。

「あれぇ、みんなして。さては朝まで飲んでたなぁ」

　大男とジュード、それに数人の若い騎士達が、ガーガーいびきをかきながら寝ていた。

「ジュード様、いいんですか、そんなみっともない格好で寝てて。レディ騎士は、ご自宅に戻ってないんですよ。あれぇ、テントから出てきたみたいだな」

「えっ、あっ、ああっ」

　ジュードは慌てて飛び起き、レディ騎士のテントを見たが、中から誰か出てくる様子はなかった。

「バズ、冗談はやめてくれよ。あーあ、頭が割れるみたいに痛い。夜までに回復しないとな。レディの足を、踏みまくりってことになりそうだ」

　ぽりぽりと頭を搔きながら、ジュードは自分の足に乗っていた大男の腕を、邪魔そうに退どけた。

「俺様ねぇ、レディ・シーナとダンスの練習してきたんですよ。いいでしょう」

「……だからなんだ」

「祝宴に俺様も招待されるように、してくれるんですって」

　嬉しそうに言うバズに、ジュードは手を差し出す。

「何です？　ダンスの練習でもしたいんですか？」

「水……水だよ、水をくれ――っ」

「はいはーい」

　踊るようにバズは、野営地の厨房から冷たい水みず瓶がめを運んでくると、木のカップに水を汲み、ジュードに差し出した。

「けどおかしかったなぁ。あの二人、そっくりですね」

　空を見上げながら、まるで木こ霊だまのように、同じ言葉を繰り返す二人の姿を、バズは思い出す。

「そっくり？」

「レディ・シーナもメイデン子爵の服を着てましたから、余計に間違えそうでした。だってしゃべり方や食べ方まで同じなんですから」

「……なぁ、ラウルの目は青かったか？」

　突然の質問に、バズはおかしなことを訊くものだと眉を寄せる。

「いえ、緑ですよ」

「二人とも？」

「はい……何かあったんですか？」

　ジュードはしばらく考えていたが、その視線の先は、やはりレディ騎士のテントに向けられていた。

「俺にもよくわからないんだが、レディ騎士がさ、ラウルの目が青いの緑だのって、おかしなことを言いだすから」

「どういう意味ですか？」

「わからない。男の匂いがするだのしないだのってまで言いだすし。なぁ、ラウルは男だよな」

「……」

「俺はシャツ一枚のやつの体を見たが、どう見ても胸はなかったぞ。レディ・シーナは、まぁ、あれだ、レディ騎士より小振りだが、ちゃんと盛り上がってるし……」

　にやにやと笑っていたジュードだが、バズに見られていると知ると、急に真ま面じ目めな顔に戻った。

「ラウルがウラル国のアレン王子だってのは、もうみんな気がついてる。ウラルのラウル。わかりすぎるくらい簡単な名前をつけやがって」

　バズは傷いたんだ剣や甲冑の手入れを、静かに行っているウラルの騎士団に目を向けた。彼らのテントの頂上には、ウラルの緑の旗がはためいている。

「陛下に迷惑かけないために、わざと身分を偽いつわってたんだろうが、どっちにしてもおかしなやつだよな」

「おかしな人ですが、どうせ祝宴会場でも、人気を独り占めなんだろうなぁ。ねぇ、レディと踊るのって、どんな気持ちですか？　みんなレディ・シーナみたいに、ふわふわしてて、軽くって、綺麗なのかなぁ」

「あんまり期待するな。多額の持参金を付けないと、誰とも婚姻できそうにないレディが、ごろごろ転がってるぞ。芋いもを選ぶ正確さで、しっかりと相手を見極めろ」

　さらに水を欲しがるジュードに、バズはまた柑かん橘きつ入りの水を入れてやった。

「祝宴の前に、バズ、共同浴場に行かないか。こんな酒と汗と血の臭いさせてたら、レディが誰も寄り付きゃしない」

「そうですね。俺様も揚げ油とにんにくの匂いだもんなぁ」

　二人はくんくんと自分の体の匂いを嗅ぎ、臭さに顔をしかめた。

「ああ、そうだ。どうせならラウルを誘おう」

「メイデン子爵をですか？」

「あいつ、これまで共同浴場に誘っても、一度も一緒に行ったことがない。自分の部屋で、こっそりと花の香油か何か使って、体を洗ったりしてるみたいだが、裸になれば男かどうかなんて、すぐにわかる」

「別に、俺様はメイデン子爵が誰でもいいですよ。おかしな人だけど、何か特別だってのだけはわかります」

　自分も水を汲んで飲みながら、バズは思い出す。

　戦場での功績は、相手を何人倒したかだけではない。兵の健康のために、きちんとした食事を与えたバズが、評価されないのはおかしいと言ってくれたウラルの言葉に、バズは勇気づけられていた。

「あの人と一緒にいると、どんな不可能なことでも、叶えられるような気がします」

「そうだな。俺達は、無敗軍団に勝てたものな」

　ジュードはまだ汚れている手をじっと見つめた。

「終わった時は、興奮していて、何がどうなったんだかわからないくらいだった。だけど、俺は、今、生きてる……ラウルがいなかったら、この戦局、どうなっていたかわからない」

「そうですね。死んでたかも。今頃は狼の腹の中にいたかなぁ。狼ならまだいいか。烏はやだな。いや、何となくですけど……」

　二人は自分達が生きていることを、その時、改めてそれぞれの神に感謝したが、その神にはウラルという名前はついていなかった。
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　ゴシュラムには休火山がいくつかある。そのせいで、ところどころから湯が湧き出していた。

　古いにしえのゴシュラム王は、城を構築する時、湯の湧き出す場所にと定めた。その結果、ゴシュラム城内には、王専用の大浴場と、働く者達のための巨大共同浴場がしつらえてあった。

「どうしてメイデン子爵が男かどうかなんて、そんなに拘こだわるんですか？」

　脱衣所で服を脱ぎながら、バズは小声でジュードに訊ねた。

「俺が拘ってるんじゃない。レディ騎士さ」

「じゃ、レディ騎士が拘ると、どうしてジュード様がそんなに気にするんです？」

　バズはにやにや笑いながら、ジュードの脇腹を小こ突づいた。

「言わせるなよぅ。戦う前、必死で口く説どいたのに、キスもさせてくれないレディだ。あのまま死んでたら、後悔だらけで死にきれなかっただろうなぁ」

「あれぇ、おっかしいなぁ。ジュード様って、狙ったレディを、自分に夢中にさせるなんて簡単さぁっとか、言ってなかったですかぁ」

　おかしそうに笑うバズに、ジュードはむっとした顔を向けた。

「仲良しだなぁ。いつからそんなに仲良くなったんだ」

　ウラルは着ているものを脱ぎながら、こそこそと身を寄せ合って話している、ジュードとバズを振り返った。

「いや、ラウルが風呂の誘いに乗るなんて、珍しいことだと思ってさ」

　ジュードはごまかしたが、バズはまだ何か言いたそうにしているので、その口を無理やり塞ふさいでしまった。

「部屋で体を洗いたいが、シーナがいる。妹とはいえ、あれでもレディだからな。それにレディは、いろいろと支し度たくが大変みたいだ。私が部屋にいないほうがいいのさ」

　脱いだ服を共同浴場の棚に置き、ウラルはにこっと微笑んだ。その途端に、ジュードとバズは食い入るようにウラルの体を見ていた。

「どうした？　男の裸が珍しいのか？」

「い、いや、その何ていうか、いや」

　瘦せてはいるが、アレンの体は美しい。

　ウラルは美しいものが好きだ。だからこの体も、とても愛いとしく思っている。

『アレン。美しい王子。体はもうほとんど元に戻ってるぞ』

　隠すこともなく、ウラルは堂々と歩いて浴場に入っていく。今夜の祝宴に備えてか、中には大勢の騎士達の姿があって、ウラルを見つけると、誰からともなく歓声が上がった。

『聞こえるか、アレン。あれはみんな、君への称賛だ。ラウル・メイデンは、もうシーナだけのものじゃない。アレン、君でもあるんだよ』

　ウラルは優しく語りかけるが、アレンからの返事はないままだ。

『自分への称賛じゃないと思ってるか？　シーナと俺がつくり上げたものだと、思ってるのかもしれないな。だがな、アレン。みんなが、君のこの姿に、何を見ているかわかるか？』

　竜の形をした飾り物が、浴場の壁にずらっと並んでいる。そこから勢いよく流れ落ちる湯の下に立ち、ウラルは体を洗った。

『なぁ、アレン。ラウル・メイデンは、希望なんだよ』

　美しい金の髪を、アレンは洗う。そして体を、海かい綿めんでこすった。

『そして正義なんだ。わかるか？』

『……』

　ふわふわとアレンの意識が立ち上ってくるのを、その時、ウラルははっきりと感じた。

『いわれのない暴力に晒さらされて、絶望した経験が君にはある。だからこそわかるはずだ。正義は守られなければいけないと。俺はゴート王が、この戦を機会に、ハッシュウィルまで攻め込むような王でなくて、感謝している』

『……』

『ハッシュウィルにも、普通の人々は大勢いるんだ。俺は神様って立場だから、できればみんなを救いたい。本当はな、無敗軍団のやつらだって、傷つけるのは辛いんだ』

　ウラルの中に、悲しみという感情が広がる。じわじわと広がっていく悲しみに、アレンの意識がいつか融とけ合っていた。

『人が人を殺すこと。それが第一の罪だ』

『……殺すこと……』

『そうだ、アレン。そして人が人の財産を奪うこと。これを第二の罪とする』

『……奪う……』

『そうだ。そしてすべての生き物の生きる権利、これを勝手に奪うことを、第三の罪とする。新王、新たに神殿を設けたら、神の言葉として人々に伝えてくれ』

『神……』

　細い絹糸よりもさらに細い、蜘く蛛もの糸よりももっと細い、アレンとの意思の繫がりをウラルは必死で守ろうとする。けれどアレンは、そこまでがやっとという状態だ。

『体……動けない……』

『そうだな。自分で思うように動かせないんだろう。できるだけ、神経の回復を助けるから、アレンも頑張ってくれ』

　体を洗い終えて、浴よく槽そうに向かおうとしたウラルを、皆が立ち上がって拍手で迎えた。

「おい、こんな場所でそれはないだろう」

　さすがにウラルも照れくさい。笑ってごまかそうとしたが、ラウルの名前を呼ぶ大合唱が始まってしまった。

「まいったなぁ……」

　ウラルは両手を腰に当てて、みんなを見回した。

「貴殿らの健闘に感謝する。こうして裸になれば、みんな同じ人間だ。敵も味方もない。一日も早く、この戦いが終わることを願おう。今、共にここにいることを喜び、残念ながら失ってしまった同胞には、心からの冥めい福ふくを」

　皆は頷き、誰からともなく拳こぶしを突き上げていく。

　うおーっといった声が、共同浴場に響き渡った。

『風呂場で、こんなことになるとは思ってなかったなぁ。シーナ、これでもう誰も、ラウル・メイデンが女かもしれないなんて、疑うことはないだろうさ』

　そう考えたものの、ウラルはそういえば、疑ったのはみんな女性だったことに改めて気がついた。

　レディ・サナはもうラウル・メイデンの正体を知っている。

　問題なのはレディ騎士だけだ。

『そうか。だったら、今夜はしっかりとレディ騎士と踊って、疑いの目を逸そらすか』

　ウラルはそのままざぶざぶと湯に入ったが、思わず顔をしかめた。

　熱い湯というものが、あまり好きではないことを忘れていたのだ。

『いや、アレンの体に、温浴治療は効果がある……我慢だ』

　けれどウラルはほんの数分も入っていられず、すぐに飛び出して皆に笑われた。

「どうした、ラウル。この程度の熱さで逃げ出すのか」

　ジュードに言われたが、ウラルは笑ってごまかすしかない。

『神様にも苦手なものはあるのさ……』

　人の体温に比べて極端な熱さや冷たさが、ウラルにとっては弱いものだ。そんな秘密を知られずにこられたことが、救いではあった。
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　シーナの着替えは、レディ・サナ付きの女官が手伝ってくれた。

　髪には綺麗な髪飾りをつけてくれ、一部は丁寧に編み込んである。鏡の前でその姿を確認したシーナは、ウラルの王宮内にいた日々を懐かしく思い出していた。

「いかがですか、レディ・シーナ？」

　シーナが黙りこくっていたせいだろう。仕上がりが気に入らなかったのかと、女官が心配している。

「ええ、ありがとう。とても綺麗にできていますね」

　すぐにシーナは笑顔になったが、心は複雑に揺れていた。

　王女だった時は、ドレスが嫌だと何度も思った。アレンと同じ格好をして、颯さつ爽そうと動き回りたかったのだ。

　けれどラウル・フォー・メイデンになってからは、ドレス姿が懐かしく、また着たいとも思った。

　以前、ゴート王が舞踏会を開いた時、二度とゴート王と踊る機会はないと思っていたから、ドレス姿も嬉しかったのだ。

　今はどうだろう。

　腰に掛かる剣の重さがない。それが何だか物足りなかった。

「それにしても見事な髪ですこと。とてもお美しいですわ」

　女官はお世せ辞じではなく言ってくれている。

「けれどところどころ、傷んでいらっしゃいます。綺麗なお顔にも、小さな傷が」

「……」

「私共でよろしければ、いつでもお手入れさせていただきます」

「ありがとう」

　レディの嗜たしなみ。

　常に美しくいること。

　肌と髪の手入れをし、綻ほころびのない真新しいドレスを身に纏うように。

　人前で大口を開いて笑ってはいけない。食事をする時は、慎ましく少量を。歩く時は淑しとやかに、ゆっくりと小股で。

　紹介された人の顔と名前、身分をしっかりと覚えること。

　自分より身分が上の者に対しては、へりくだった話し方を。同等の者には親しみを込めること。そして身分が下の者に対しては、常に威い厳げんある態度で接する。

　家紋の刺繡されたハンカチは、必ず持っているように。殿方の前で、簡単に落とすようなことは慎むように。

　楽器は何か一つでもいいから、完璧に演奏できるようにする。詩の朗読、または暗唱が、淀よどみなくできるようにしなければいけない。

　殿方と話す時は、微笑んで頷くだけで十分。決して自分の意見を、声こわ高だかに論じたりしてはいけない。

　女性と話す時は、季節の話題など無ぶ難なんな会話にすること。そして相手の身につけているものを、必ず一つは褒ほめ、内心はおかしいと思っても、決して指摘したりしないこと。

　シーナは教えられたことを思い出しながら、鏡に向かって力なく微笑んだ。

『シーナ・ウルナイ・ハングリヤ・イザベヤーニ。あなたは、本当は誰なの』

　鏡の中に、ラウル・フォー・メイデンの姿が映った。

『そうね。私はラウルでもあるのよね……じゃあ、ラウル・フォー・メイデンって、本当は誰なの』

　すると鏡の中に、白豹が映る。

『あれはウラルのもう一つの姿。そしてラウルも、ウラルのもう一つの姿。レディ・サナの言うとおりだわ。ラウル・メイデンは幻なのね』

　姿形はアレンでも、アレンとラウル・フォー・メイデンはやはり違う。ラウルはやはりラウルでしかないのだ。

「レディ・シーナ。支度はできたか？」

　扉の外から、ウラルが遠慮がちに声を掛けてきた。

「ええ、お兄様、とても綺麗にしていただきましたの」

　シーナはレディらしく、しずしずと歩いて扉を自ら開いた。

「うーん、とても綺麗だよ」

　ウラルはアレンの顔を使い、本心からの称賛を伝えてくる。

「なのに少し悲しそうだね、お嬢ちゃん」

　顔はアレンでも、口調はウラルだ。シーナは微笑み、ウラルに抱きついた。

　言葉はいらない。こうして触れていれば、ウラルにはシーナの思っていることは、すべて伝わる。

『人間がみんな、こんなふうにして思いを伝えられたら、戦なんてしなくてすむのに』

『そうだな。だけどシーナ、いいことばかりじゃないよ。何もかもが伝わってしまうようになると、人間にとって何より大切な個性がなくなってしまう』

『個性……』

『自分とでも言おうか。今は、本来のシーナに戻って、どんな気持ちだ？』

『朝からずっとこの姿でいると、おかしな感じがするわ。それで戸惑ってるの』

　ウラルは女官に礼を述べると、オズベルトにレディ・サナの部屋までお送りするようにと命じた。そして二人きりになると、ウラルはシーナを窓辺に誘ったが、距離を置き、決してシーナに触れさせようとはしなかった。

「シーナ、離れていると思いは伝わらない。だったらどうする？」

「話すか、言葉を書くしかないわ」

「そうだな。いずれは人の能力が向上して、言葉に頼らず意思を伝えられるようになるかもしれない。だがそれまでは、人は言葉で思いを伝える努力を、決して怠ってはいけないんだ」

　そろそろ日が沈もうとしている。宴の夜が近づいていた。ウラルは何でもよく見える目で、はるか遠くを見ている。その顔はアレンというより、人の姿をした神らしく見えた。

「俺がいると、シーナ、寂しくないだろ？」

「ええ……たまには一人になりたいと思うけど、いないと何だか寂しい」

「そうだよ。寂しいから、人は人と繫がろうと努力するんだ。俺に守られていると、いつかシーナは誰も必要としなくなる」

「そんなことないわ」

　いや、そうだろうか。

　いつも必ず正しい答えを導き出し、慰めてくれるウラルがいないだけで、不安が大きく膨らんでいくのをシーナは朝から感じていた。

「いずれシーナは、俺に依い存ぞんするようになる。自分で何も決めなくていい。俺の言うことさえ聞いていれば、何でもうまくいくと思うようになる」

「……」

　今日のウラルは意地悪だ。そう思ったシーナだが、言っていることはやはり正しい。

「それじゃまずいだろ。シーナには、シーナらしく生きてもらいたいんだ」

「わかってるけど、寂しくて辛いの」

「その気持ちを伝える相手は、もう俺じゃない……」

　緑になってしまったウラルの目を、シーナはじっと見つめる。

　やはりこれはアレンではなく、ウラルでありラウルという存在だ。声はアレンでも、何だか父や祖父と話しているような気持ちになってくる。

「ゴート王は俺みたいに優しくないぞ。自分勝手で、傲ごう慢まんで、しかもレディが何を考えているかなんて、ちっともわかってない」

「今は少しだけど、殿方が何を考えてるかわかるようになったわ」

「そうだな。だけど、完璧にわかり合えることはない。人類は単為生殖生物じゃないからな。自然は残酷にも、二つ揃わないと、命を生み出せないって試練を人に与えたんだ。だからこそ努力が必要なんだよ」

「何だか今日のウラルは、神様らしいわね」

「まぁね。戦の後だから、俺も神様の仕事ってやつを、思い出したせいかな」

　ウラルはシーナの手を握る。けれど思いを伝える努力は、あえてしなかった。

　思いは伝わらなくても、お互いの温もりは伝わる。シーナはウラルの手を、そっと頰に押し当てた。

「シーナ、国に戻るという考えに賛成だ」

「ウラル」

「だが、シーナ。いずれ君は、ここゴシュラムに戻るべきだ」

「でも、アレンは……」

「このままでは駄目か？　アレンは、俺を受け入れた」

「そんな……」

　ゴート王の側にいたい。けれどシーナは、国の再建にも力を尽くしたかった。

　思いは大きく揺れる。ウラルと離れ、アレンとも別れ別れになって、生きていける自信がなかったのだ。

「シーナ、答えは急がないよ。だがよく考えろ。人の一生は、そんなに長くはない。後悔のないように生きるというのは、簡単なようで実は難しい」

「駄目よ。ハイルがいるわ」

　シーナの脳裏に、目の前で剣を振るうハイルの姿が浮かんだ。

「このままではいずれ、ハイルが国々を奪ってしまう」

「俺からみれば、それぞれの国に分かれたこと自体が大きな無駄であり、ハイルのように世界を統一したいって考えは、ある意味頷けるよ」

「どうしてっ？　たった一人の王が、世界を統一するのが正しいというの」

「正しい王ならな。だが人間の生命サイクルじゃ、それは不可能だ。ハイルがいなくなっても、必ず同じような野望を抱くやつが現れる。だからって俺は、世界の王になるつもりはないから、誤解しないように」

「わかってるわ。だってあなたは神様だもの」

　二人は寄り添い、山の端にゆっくりと日が沈んでいく様子を見守った。

　烏だろうか。暗くなる前に捕食を急ぐのか、点々とした黒いものが空に無数舞っている。それは何か不吉なことの象徴のようで、ウラルもシーナもしばらく押し黙ったままだった。

「ただでさえ短い一生だ……無駄に早死にさせたくない。神様としては、戦を早く終わらせたいな」

「もう何か考えているんでしょ？」

「まあね。作戦は成功してる。ハッシュウィルは不安で揺れだした」

　今朝方、ウラルは鷹になってハッシュウィルまで飛んでいったのだろう。シーナは詳しく聞きたいと思ったが、それは今ではないとも思った。

　ラウル・フォー・メイデンになった時に、すべて教えられる。その時までシーナは、レディであることに徹しようと覚悟を決めた。








◆◆◆






　今夜は正式な祝宴だ。仮面を着けることもなく、広間の入り口に到着すると、それぞれの名前が大きな声で告げられる。

「サビル男だん爵しやく家ご子息、ジュード・サビル卿」

　いつもより少しおとなしい服装のジュードが、入り口を潜くぐっていく。続けて数人の騎士達が呼ばれた。

　レディは皆、後から入ることになっていたので、シーナはウラルと離ればなれになってしまった。

「レディ・シーナ」

　その時、バズが真っ赤な顔をして近づいてきた。

　服を貸したが、やはりどうしても似合っていない。髪の手入れもしたつもりだろうが、頭にぴったりと毛が張り付いていて、鬘かつらを被っているようにおかしかった。

「バズ……料理長様、その頭、どうなさったの？」

「えーっ、いや、何とかしなくっちゃと思ってたら、いつの間にかこんなことに……それよりレディ・シーナ、俺様、大変なことに気がつきました」

「なぁに？」

「俺様、爵位とかないんです。入り口で、何と呼ばれたらいいんですか？」

「ああ……」

　二人は顔を見合わせる。

　ゴート王に会って、バズを騎士として認めてもらう時間すらなかったことに、今更気がついて慌てた。

　夜にゴート王はラウルを召喚しようかんしたが、その時間シーナは、城を抜け出していたのだ。今朝はまたゴート王も、長老の家臣達や、隣国の大使と今後のことを話し合うので手いっぱいで、ラウルを呼ぶ暇もなかった。

　その時、名前もないと言っていた大男が、ずんずんと足音を響かせて、入り口に向かっていた。

「えーっ、うそーっ。あいつまで来てる。何だよ、ダンスやレディには、興味なんてないって言ってたのにっ」

　大男は何と名乗るつもりなのだろう。二人が耳を澄ましていると、とんでもない名前が呼ばれていた。

「ザルツ国、サバラ男爵家子息、アンドレア・イソフキン・モデリアーノ・ブルツ様」

「……噓だ。噓に決まってる。あいつが男爵子息なもんか。追われてる身分だって言ってたしぃ、適当に名前、作ったに決まってる」

　バズは憮ぶ然ぜんとして、広間に入っていく、ブルツの後ろ姿を見送った。

「だったら料理長様も、適当に名前を作ってしまわれたら？」

「無理ですよぅ。俺はゴシュラムの出身だから、偽貴族だって、すぐにばれてしまいます」

「だったら……ウラル国のハーウェイ子爵と名乗りなさい」

「えっ？」

　シーナは泣き笑いの顔で微笑む。

「料理長様、ここだけの秘密です。ハーウェイ子爵は、私とお兄様を最後まで守ってくれた、勇敢な騎士様ですわ」

　ゾエラ山を越える時、最後尾についていて、敵の矢に討たれた忠実な騎士を思い出し、シーナはあえてその名を口にした。

「レディ・シーナ……いいんですか？」

「ええ、その代わり、ハーウェイ子爵の分まで、今こ宵よいの宴を楽しんでくださいね」

「ありがとうございます。俺様、王族や貴族って、威い張ばってるやなやつらばっかりだと思ってたけど、違ってましたね。ゴシュラムの騎士団に参加させてもらえて、いろんなことがわかってきました」

　バズはシーナの手を握り、ぶんぶんと強く振ってから、胸を反そらして歩き始めた。

「ハーウェイ子爵……ハーウェイ」

　入り口の係は、明らかに緊張している様子のバズに向かって、苦笑しながら訊ねた。

「出身地と、ご家名、それにお名前をお願いいたします」

「ウ、ウラル国のハーウェイ子爵だ。バズ・ハーウェイ」

「……」

　係は頷き、気取った声で告げた。

「ウラル国、バズ・ハーウェイ子爵様」

　騎士の中には、事情を知っている者もいて、広間では失笑が起こっている。それでもバズは、中に入れただけで喜んでいた。

　そろそろ男性は皆入ったようだ。係が続けてレディを受け付けようとした時、係は肩を摑まれて振り返る。

「遅れてすまぬ。シェルランドのマッカラン侯爵家、ジョージ・マッカランだ」

　名乗られたものの、係は困惑している。男の服を着ているが、それがレディだというのを知っていたからだ。

「申し訳ありませんが、レディ・ジョージアとお呼びしても」

「いや、ジョージ・マッカラン卿と呼んで差し支つかえない。騎士としての扱いを望む」

　いったい何があったのだろう。以前の仮面舞踏会ではドレス姿だったレディ騎士が、今夜は完全に男の姿になっている。

「シェルランド国、マッカラン侯爵家……令嬢、ジョージ・マッカラン卿」

　名前を呼ばれて、レディ騎士は何事も問題などないように、靴音を響かせて広間に入っていった。

「ジュードが悲しむわ。レディ騎士と踊るのを楽しみにしていたのに……」

　やはりハッシュウィルとの戦いが、レディ騎士の心にも何か影響を与えたのだろうか。シーナにはレディ騎士の男装が、鎧よろいをそのまま身につけてきたかのように思える。

　レディ達は名を告げて、静かに広間に入っていく。けれどすぐに何人かで固まって、レディ騎士を見ては小声でひそひそと何か話し合っていた。

「言ってることはわかってる。レディ騎士は、レディとダンスを踊るつもりかしら。そんなことよ」

　こんな時は、シーナはレディ達が嫌いになる。こそこそと陰口を言われるのは、誰だって嫌なものだ。言いたいことがあれば、本人に向かって言えばいい。そうシーナは思ってしまうのだ。

「どうぞ、レディ……」

　係に後押しされて、シーナはそろそろと前に進む。

「お国と……お名前を……」

　すでに係も知っている。

　レディ・シーナの本当の身分を。

「ウラル国のシーナです。……いえ、ウラル国の第一王女、シーナ・ウルナイ・ハングリヤ・イザベヤーニ」

「……シーナ姫……」

　係は慇いん懃ぎんに腰を折り、王族に対する礼を示した。

「ウラル国、第一王女、シーナ・ウルナイ・ハングリヤ・イザベヤーニ姫」

　一際高く、名前が呼ばれた。

　するとそれまでざわついていた広間は、一瞬にして静まりかえった。

『もう隠れない。私は、自分の名前に誇りを取り戻そう』

　胸を反らし、王女らしくシーナは入っていく。すると居並ぶ人々は、腰を折って王族への敬意を示した。
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　堂々と歩くシーナに陰口を利く者はいない。ついに名乗りを上げた隣国の王女に対して、明らかな好奇心は向けられていたが。

　ゴート王は自ら玉ぎよく座ざを下りて、シーナに手を差し伸べた。そしてシーナが手を上にそっと置くと、ゴート王は玉座の隣の席にシーナを導いた。

「陛下……こちらはレディ・サナのお席ですわ」

「レディ・サナは欠席だ。戦死者の埋まい葬そうに立ち会い、夜は治療院の怪我人を慰い問もんしている。私は勝利が決定的なものになるまで、そういった場に行けないので、助かっている」

　果たしてそれだけだろうか。

　レディ・サナは婚約を解消されるとなったので、自らこういった場に出ることを遠慮したのではないか。

　そんなふうに考えると、シーナの胸中は複雑だ。

　ゴート王は他に何も見えないとでもいうように、シーナをじっと見つめて言った。

「シーナ姫。私は約束したとおり兄上を無事に連れ帰った。それも一度ではない」

「私も約束を守りましたわ。ドレス姿でまいりました」

「そうだな……今宵のあなたは、誰よりも美しい……」

　誰が聞き耳を立てているかもわからないこんな場所で、よくそんな恥ずかしいことを平然と口にできるものだと、シーナは真っ赤になって俯く。

「ではもう一つの約束を果たしてくれ」

　従者に命じて、ゴート王は綺麗な布に包まれたものを取り寄せた。

　その形状から、中身を見なくても想像はつく。きっと竪たて琴ごとだ。

「すぐにですか？」

「いや、宴の最後を飾るのにふさわしい。あなたの歌声は、思わず涙を誘う。レディと踊るのを楽しみにしている者にとっては、順番を考慮してやらねば」

　シーナが微笑むと同時にファンファーレが鳴り、全員が立ち上がって、王との乾杯の時間を待った。

「ゴシュラムに平和を。そして近隣諸国、すべての国に平和を。今回の戦いで失われた尊とうとい命に……」

　ゴート王がそう言って杯さかずきを上げると、同じように皆も杯を上げて復唱した。
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「どういうつもりだ」

　祝宴もたけなわとなり、いよいよダンスの時間となった頃、ジュードはレディ騎士に詰め寄っていた。

「どういうつもりとは？」

　珍しく今宵のレディ騎士は、酒を飲んでいる。けれどその表情に、酔いは全くみられない。

「男の格好で来るなんて……」

「別に初めてではない。以前、武術大会の後にも、このような姿で出席したが」

「じゃあ、そんな格好で誰と踊るつもりなんだ」

　ジュードは苛立ちを込めて言った。

「今夜は戦績を評価されに来たのだ。ダンスを踊るつもりはない」

「踊る気はない？　じゃあダンスの間、そうやって壁にもたれて、酒を飲み続けてるつもりか？」

「いけないか？」

「ああ、駄目だな」

　ゴート王がシーナの手を取って、ダンスに誘おうとしている。さらにバズまでが、ふっくらとした小柄なレディを、ダンスに誘っていた。

　なのにジュードは、珍しく誰の手も取ろうとしていない。いつものように派手な装いもせずに、真面目な態度でいたのは、それだけ深い考えがあってのことだ。

「ラウルとだったら踊るのか？」

　ジュードの目は、レディよりも騎士達と親しげに話し込んでいるラウルに向けられた。

「何であいつも踊らないんだ」

「そんなに踊りたければ、さっさと踊ってくればいい」

　レディ騎士に冷たく言われて、ジュードはまたもやむっとする。

　そこにウラルが近づいてきた。

「やぁ、どうしたんだ。ここで作戦会議か？」

「何で踊らないんだ？　レディ達が誘われたがって、うずうずしてるぞ」

　ジュードは不機嫌そうに、相変わらず美しいアレンの姿をしたウラルを見て言った。

「レディに興味はない。レディ騎士、あなたは？」

　ウラルに訊かれて、レディ騎士は微笑む。

「ダンスがしたくて、出席したのではない。メイデン子爵、私は貴殿がどう出るか、興味があって来たのだ」

「おいっ、何だよ、それ」

　聞き捨てならないとばかりに、ジュードは二人の間に割って入る。

「レディ騎士、ラウルが誰と踊るか、それが気になるって言うのか？」

「少し黙っていてくれないか、サビル卿」

「ジュードと呼べよ」

　不機嫌なジュードに、ウラルは優しく微笑んだ。

「落ち着け、ジュード。レディ騎士は、私を男として評価はしていないよ。そうだろ？」

「ああ、そもそも貴殿は、どっちなのだ」

「どっち？」

　レディ騎士はワインよりさらに強い、麦から作った蒸じよう留りゆう酒しゆを飲みながら、ウラルを睨み付けるようにして言った。

「アレン王子であることを、なぜ隠しているのかもわからない。みんなはもう知っている。今更隠す必要もないのに、貴殿はラウル・フォー・メイデンとしてここに参加している。なのに妹君は、正式に王女であることを名乗られた」

「……」

　詰め寄るレディ騎士に、ウラルは困ったように答える。

「微妙な立場というやつさ。ウラルはまだハッシュウィルの支配下にある。今回の戦で、多少戦力が低下したとしても、まだ王が支配するハッシュウィル軍があるんだ。いずれ国に戻り、正規に王位継承の名乗りを上げるまで、陛下の庇ひ護ごを受けたい」

「そんなに計算高い男には思えぬが……」

「一人の命なら、どうとでもするさ。だが私は、自国民を人質に取られている。私が生きているとはっきりわかれば、ハッシュウィル王は、私をウラル国民の命と引き替えにしてでも差し出せと、陛下に迫るだろう」

　ウラルの言葉に、レディ騎士は考え込むような顔をした。

「では、一つだけ進言する。どのような理由があるのか知らないが、妹君を自身の代役に立て、危険な場所に追い出すような真似は慎まれよ」

「……なぜそう思う？」

　ウラルはワインを手にして、うまそうに飲み干した後で訊いた。

「ラウル・フォー・メイデンは二人いる。違うか？」

　レディ騎士の言葉に、ジュードは苛立ちながら酒に手を伸ばしたが、飲むのを思いとどまって言った。

「レディ騎士、もうその話はやめておけよ。今夜は祝宴だ」

「そんなに踊りたければ、さっさとここから立ち去ってくれて構わないぞ、サビル卿」

「ジュードだ」

「ではジュード、私はメイデン子爵と話したい。席を外してくれ」

「嫌だ」

　困ったというように、レディ騎士はため息をつく。

　ウラルはそんな様子に笑った。

「レディ騎士、シーナのことを心配してくれて嬉しいよ。シーナも貴殿に似て、かなりの男おとこ勝まさりだが、やはりレディだ。自分が偵察に出る時、シーナにラウルのふりをさせていることは認めるが、そろそろそれも無理だと思ってきた」

「何だ、やっぱりそうだったのか。レディ騎士は、ずっとそれを気にしてたんだ。どうやらレディ騎士は、自分以外の女性が、男の格好をして危険な場所に行くのが気に入らないらしい」

　ジュードの言葉に、ウラルは静かに頷く。けれどレディ騎士は、まだそれで納得したようには見えなかった。

「戦場にいたのはどっちだ？」

「……」

　するどい質問に、ウラルは口元の笑いを凍りつかせた。

「姫の苦境はお察しする。だが姫は、元々はレディだ。私のように、騎士の心を持っているわけではない」

「……」

「あえてラウルと呼ぶ。ラウル・メイデン子爵、人を斬る気持ちがわかるか」

「ああ……わかる」

「殺すなと貴殿は命じた。けれどそれがどんなに残酷なことか、わかっているだろうか」

　レディ騎士は、じっとウラルを見つめて言う。ジュードはその横で、ひたすらため息ばかりついていた。

「生き延びた者はいい。だが戦場に残され、苦しみつつ死んでいった者のことを考えたことはあるか？　騎士道に則れば、死を与えることも情なさけだ」

「レディ騎士、ジョージア、もうよせ。ラウルにはラウルなりの作戦があったんだから」

　ジュードは何とかこの場を納めようとしている。

　けれどウラルは、それを制してレディ騎士の次の言葉を待った。

「姫にとって、いくら敵兵でも死を与えることが、どれだけ辛いかわかっているのだろうか？　ゴシュラム軍の負傷兵は救っても、敵兵を救いきれなかったことで、優しい姫ならどれだけ心を痛めるか、考えてみたことはあるか？」

「……ハッシュウィルを、内部から崩ほう壊かいさせる手段にしたかったんだ」

　ウラルは言い訳をしている。レディ騎士の言葉は真実だからこそ胸に響いた。わかってもらいたいと思いながら、ウラルは自分が言い訳をしていることが嫌だった。

「ラウル、人はゲームの駒こまではない。貴殿が何の力を借りているのか知らないが、もう一度、人がどんなものか考え直すといい」

「ありがとう、レディ騎士。ありがたい進言だ。感謝する」

　ウラルはレディ騎士の手を取った。

　するとウラルには、レディ騎士の中にいる、男の姿をしたもう一人の人間がはっきりと浮かんだ。

「……ジョージ・マッカラン卿……貴殿は、優れた騎士だ」

「その名で私を呼ぶ者は、そういない」

「騎士道の何たるかを、貴殿は私より知っている」

　何百年も眠っている間に、世界はウラルの知らない進化を遂とげた。その間に生まれ、育った騎士という存在に対して、ウラルは理解が足りなかったと反省した。

　神は公平であらねばならない。

　だったらウラルは、ハッシュウィルの残兵をも助けるべきだったのだ。

　緑色に変化させたアレンの瞳から、その時、つーっと一筋の涙が伝った。

　人間を傷つけたことで、ウラルは悲しかったのだ。

「よせ、もういい」

　見かねたジュードは、ついにレディ騎士の手を取った。

「格好だけ男同士でもいい。ジョージア、踊ろう」

「よせ。私は貴殿の手を取るつもりはない」

「ああ、もういいから。他のレディも殿方もいらない。俺とだけ踊ればいい。ずっと手を離さないから、二人だけで踊ろう」

「しつこいっ！」

　レディ騎士はジュードの手を振りほどこうとしたが、ジュードは何があっても離さなかった。

「ラウルを一人にしてやれ。頭がいい騎士だったら、少しは考えろ。男にとって、失敗を指摘された時は、かなりこたえる。一人にしてやるのが礼儀ってもんだ」

　それを言われると、レディ騎士もウラルの側にいつまでもいるわけにはいかなかった。

　美しく着飾ったレディ達に交じって、レディ騎士は男の姿でダンスフロアに立つ。

　だが踊りが始まると、レディ騎士は優雅なレディとして踊った。それがまた人々の目を惹ひく。

　けれどダンスの途中で、何を思ったのかレディ騎士は、ジュードをレディの位置に付かせる。

「おいっ、俺にレディになれってことか？　無理だ、レディとして踊れるわけないだろうっ」

「踊ってみせたらどうだ。そうでなければ、二度と貴殿の手は取らぬ」

　レディ騎士は嘲笑を浮かべて言った。

　周りで見ていた人々は、もう二人から目を離せなくなっている。ジュードがどう出るか、気になって仕方ないようだ。

「よーし、こうなったら、レディ役でも何でもやるさ。それでジョージア、君が俺の本気を認めてくれるって言うんならな」

「そうだな……」

　挑発されたジュードは、何度もレディ騎士の足を踏みながら、どうにかレディ役を務める。するとレディ騎士は、わざと今度は自分がレディ役に回った。

　からかわれていると知りながら、ジュードは決してパートナーチェンジをすることなく、レディ騎士と踊り続けた。

　いつか二人は、踊りの輪から外れて、テラスへと出ていく。

　するとそこには、悲しげに月を見上げているウラルの姿があった。

「ラウル、気を利かせろよ。せっかく二人きりになれると思ってたのに……」

　気がついたウラルは、テラスの手すりの上に立った。

「レディ騎士、ジュードはいいやつだ。きっと彼なら、ジョージ・マッカラン卿とも盟めい友ゆうになれる……月の祝福を」

　それだけ言うと、ウラルはひらりとテラスから飛び下り、いつの間にか姿を消していた。
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　ルウドは神を知らない。だが目の前にいるその人は、絶対に女神だと思えてしまう。なぜなら彼女がいるだけで、部屋はどこか輝いて見えてしまうのだ。

「こんな暗い地下室にいらしては、退屈もなさるでしょう。今日は本を持ってまいりましたの」

　黒髪の美女の姿をした女神は、ルウドに革表紙の真新しい本を差し出した。

「俺は……字が読めないんで」

　それだけを口にするのが、ルウドにとってはやっとのことだ。

　女を知らないような男ではない。ハッシュウィルには、金でいくらでも自由になる女達が大勢いる。

　けれど本物のレディ、いや、女神を目にしたのは初めてだった。

「それではこちらにしましょう。これは宮中で子供達に読み聞かせる本です」

　レディ・サナは、今度は布表紙の本を取り出す。中を開くと、動物や花の横に、つらつらと言葉が並んでいる、文字を学ぶための絵本だった。

「……あんた、俺が怖くないんですか？」

　ルウドは本と一緒に持ってきたパンを、テーブルの上に置いているレディ・サナに訊ねた。

「今宵は、皆に感謝する日です。治療院にいる人達は、みんな祝福されています。あなたにも祝福を……」

　レディ・サナは優しく微笑んだ。

　女神は誰に対しても優しいのだ。自分にだけ特別ということはない。そんなことは知っていたが、ルウドは勘違いする自由を手に入れていた。

　彼女にとって、俺は特別な存在なんだ。だから危険な思いをしても会いに来る。

　ではどう特別なんだ。

　惚ほれられたのさ。

　そこまで考えてから、ルウドは恥じ入った。

　女神に対して、それはあまりにも失礼だと思えたからだ。

「歩けるようになったら、国境までお送りします。安心して、養よう生じようなさってくださいね」

　女神はそれだけ言うと、部屋を出ていこうとした。

「待ってくれ、俺は、あんたの名前も知らない。どう呼んで、感謝したらいいんだろう」

「……私はサナ。皆、レディ・サナと呼んでくれますわ」

「サナ……」

　扉の側に立ったサナは、ドレスの裾を少し持ち上げて、出ていく時の挨拶をしている。

　ルウドは何か理由を作って、もう少し彼女を引き留めようとしたが、残念なことに何も思いつかなかった。

　レディ・サナが行ってしまう。すると部屋は、また何もない薄暗がりに戻ってしまった。

　ルウドは蠟ろう燭そくの灯りを頼りに、小さな子供達のための本を開く。

「これは羊だ……ひ……つ……じ」

　文字の綴つづりを、何度も指でなぞっているうちに、何だか書けそうな気がしてきた。

「そうだ、次に会った時に、サナの綴りを訊こう……」

　何万回でも、その名なら書けると思った。いや、書きたかったのだ。

　傷の痛みはあるが、神官達の与えてくれる薬のせいで、ぐっすりと眠ることができる。眠ると悪夢を見るが、それでも体を治すためには、眠りは必要だった。

　ことんと音がした。扉が開かれたのだ。また女神が来てくれたのかと思ったが、そんなはずはない。ルウドはそこに金の髪を見て、また悪夢が始まったのかと思った。

「ラウル・メイデン……？　いや、アレジか？」

「やぁ、ルウド。病床を襲ってすまないな」

　まともに話せるのは、ラウル・メイデンだ。では彼は、自分の足を斬ったラウル・メイデンなのだろうと、ルウドはふうっとため息をついた。

「アレジによく似ているから、間違えるところだ」

「……そうだな。ある意味、間違ってはいないさ」

　ウラルはルウドの側に、木箱を引き寄せて座る。そして不思議な緑の瞳で、じっとルウドを見つめた。

「やはり俺は処刑されるのか？」

「そうじゃない。その、直接、話したほうがわかりやすいだろう。少し、君の中に入らせてもらうよ」

　ウラルは手を伸ばして、ルウドの手を握る。するとルウドは、おかしな気持ちになってきて、慌てて手を引っ込めようとした。

「な、何だ、これは？」

『俺はウラル。ウラル国の出で来き損そこないの神様さ』

「ああ、知ってる。獣に取り憑く、魔物だろ？」

『魔物じゃない……かといって、神を名乗るのも傲慢だったな』

　ウラルから、ハッシュウィルの兵を救えなかった悲しみが伝わってきて、ルウドは戸惑った。

『なぁ、取引をしないか？』

「魔物と取引はしない」

『じゃあ、神と契約してくれ』

「……」

『足を治してやる。だから頼みがある。俺をその体に隠して、ハッシュウィルに戻ってくれないか？』

「ハッシュウィルに、敵を連れていけっていうのか？」

　そんなこと許されるはずがない。もしハイルに気づかれたら、ルウドの命まで危なくなるのだ。

「断る」

　それにルウドは、このままずっと足が治らなくてもいいと思っている。ここにいれば、女神サナが、会いに来てくれるのだから。

『レディ・サナに惚れても無駄だ。彼女はお前だけを助けたいわけじゃない』

「えっ……」

　あっさりと考えを読まれて、ルウドは慌てて手を引っ込めようとしたが、ウラルの力は強かった。

『俺は戦いを終わらせたい。それにはハッシュウィルの王と、直接話したいんだ』

「そんなことしたら、俺の命が危ない」

『無事にこの体を連れ戻すと約束する。ルウドがゴシュラムにずっといたいのなら、ここにいられるように約束するから』

「……」

　やはりこれは魔物だ。そう思ってルウドは心を閉ざそうとしたが、やはりどうあってもうまくいかない。

『もしこのまま戦いが続けば、レディ・サナの命だって危ない。それだけじゃない。狂ったやつらに、辱はずかしめを受けることだってあるんだぞ』

「やめろ、勝手に人の心を読むな。命令するんじゃないっ」

『命令はしていない。頼んでいるんだ。獣になって、ハッシュウィルに入る方法もあるが、それよりハッシュウィルのことをよく知っている、お前の力を借りたほうが早いと思ってさ。なぁ、頼むよ。お前だって、ハイルのせいで、ひどいことになってるって、わかってるんだろ』

　もう二度と、ハイルに忠誠は誓えないと、ルウドも思ってはいた。

　けれどこんな魔物を連れて、ハッシュウィルに戻りたくない。

『水がもっと豊富にあれば、ハッシュウィルだってゴシュラムと同じように、豊かな食物を手に入れられるんだ。施し政せい者しやが変われば、何もかもうまくいく。奪うだけじゃ駄目だろ。奪うだけ奪ったら、ついには何も奪えなくなり、世界は不毛になるだけさ』

「難しい話は、俺にはわからないんだ。やめてくれ」

『麦が溢れた、ハッシュウィルの土地を想像しろ。ハッシュウィルの国民を、二度と飢うえさせないと約束する。だから……』

　おかしいとルウドは思った。

　魔物なら、どうして自分の不思議な力を駆く使しして、ルウドを意のままに従わせないのだろう。

　そんな力があるのはわかっているのに、しないことが不思議だ。

『力に意味はないさ。それを使ったら、ハイルのしていることと同じだ。そう思わないか？』

「えっ……」

『人を殺すことを第一の罪としながら、俺はその罪を犯おかした。何とか償つぐないたい。それには平和を取り戻し、ハッシュウィルの人間も幸せにするしかないんだ』

　ウラルの苦しみが、じわじわとルウドの中にも押し入ってくる。

　それがますますルウドを混乱させた。

『助けてくれ。ハッシュウィルの人間だから、頼んでいる』

「考えさせてくれないか？」

『ああ、いいよ。明日の夜、またここに来る。それまで、このことは誰にも言わずにいてくれると嬉しいんだが』

「誰も信じないに決まってる」

　こんなおかしな申し出を、誰が理解してくれるというのだ。

　ルウドにも信じられないが、それが神の力というものなのかもしれなかった。








◆◆◆






　シーナの歌声が止やんでも、広間は静まりかえっている。時折、微かにレディのすすり泣きが聞こえるだけだ。

　ゴート王はシーナに素晴らしい竪琴を贈ってくれた。シーナはそれを手にして、ウラルに伝わる悲ひ恋れんの歌を歌う。そして神の栄光を歌い、命の素晴らしさを歌った。

　最初に拍手をしたのはゴート王だ。

　続けて至いたるところから、称賛の言葉と拍手が贈られた。

「シーナ姫。あなたは、ウラルの至し宝ほうだ」

　玉座からゴート王は立ち上がり、シーナの手を取り立ち上がらせる。

「その宝を奪いたいと言ったら、ウラルの国民は許してくれるだろうか」

　シーナの手を握ったまま、ゴート王は囁く。

「ウラルに平和が戻るまで、何があっても兄とおります。それが王女である私の務めだと思いますから」

　ゴート王の言葉は嬉しいけれど、シーナはまだ自分だけの幸せに酔うことはできなかった。

「平和になったら、あなたを迎えに行こう。使者などは使わず、自ら迎えに行くと約束する……いつかの夜のように、一頭の馬に二人で乗って、ここに戻ろう」

　シーナの手に唇を押し当てながら、ゴート王はさらに甘く囁いた。

「それまでにお心変わりがないことを、祈っておりますわ」

「心変わり？　あるはずがない……あなた以上に愛せる女性に出会うことは、生涯ないだろう」

　素晴らしい求愛の言葉だ。

　シーナは頰を染めながらも、どこか醒さめた心でそれを聞く。

　姫として愛される幸せも欲しいくせに、シーナはラウル・フォー・メイデンとして、ゴート王の一番の盟友でもいたかったのだ。

　ゴート王が美しく美声を持つ姫を、男として求める気持ちはわかるが、シーナはそれだけで評価されたくないと思ってしまう。

　望みすぎだろうか。

　もしゴート王が、ラウル・フォー・メイデンがシーナだったと知ったら。

　揺れる思いを抱いているシーナは、ゴート王と共に、来席したレディ達から退出の前の挨拶を受けた。

　皆、ゴート王は、レディ・サナとの婚約を解消し、隣国の姫を后きさきとして迎えるのだと思っているだろう。

　そしてメイデン子爵が、隣国の王だとも気がつくはずだ。

　レディ達の視線は、広間の至るところに向けられる。メイデン子爵に何か一言、自分を印象づける言葉を掛けたいからだ。

　けれど肝心のメイデン子爵の姿は、どこにも見受けられなかった。

　レディ達が出て行くと、続けて男達が挨拶してきた。話しかけることはせず、ただ黙もく礼れいし、頭を下げるだけだ。

　けれど中には、親しげに微笑んでくれる者もいる。彼らは、ゴシュラム軍を勝利に導いた、ラウル・フォー・メイデンの妹であるシーナに、敬愛を示してくれているのだ。

「兄がまたおりません」

　ゴート王と手を繫いだまま、王族らしく挨拶を受けていたシーナは、広間からほとんどの人影が消えた頃に気がついた。

「勝手に偵察にでも行ってしまったのかしら」

「メイデン子爵、君の兄上のアレンは、本当に変わっている。神を宿しているというのは本当か？」

「……神の教えに従っているだけです」

「それだけであのおかしな機械を作り、ただ一人の兵も使わずに、正確に敵情を視察する。不思議だ」

　ついに客は誰もいなくなった。広間の扉が閉められ、侍従は王の退室を促うながす。ゴート王はその時、疲れたなといった素すの顔をシーナに見せた。

「あなたの部屋を用意させよう。女官もつける。母のところにいる、若いが気だてのいい女官だ」

「いいえ……兄の部屋で結構です」

「そうはいかない。姫にふさわしい待遇が必要だ。前から不思議に思っていたのだが、アレンはどうやってあなたを、この城に出入りさせていたのだろう？　いつもあなたはどこに隠れているんだ」

「……」

　あなたの部屋の真下に、白豹と侍従のオズベルトと暮らしておりますとは言えない。シーナはそろそろゴート王の側から逃げ出したくなっていた。

「まさか小さくなって、人形のふりをしているわけではないんだろ？」

　ゴート王はっ悪いた戯ずらぽく笑いながら言った。

「さぁ、どうでしょう。兄は魔法使いですから……」

　シーナは繫がれていた手を離し、一歩下がってゴート王に向かい、腰を曲げ、ドレスの裾を軽く持ち上げて退室の挨拶をした。

「部屋で兄の帰りを待ちます。私の居場所は、どうかご心配なく……。ウラルの騎士達によって守られておりますので」

「そうか……ウラルの騎士達は忠実だな。姫を完璧に匿っている。けれどシーナ姫。私までそのかくれんぼに付き合わせて欲しくない」

「陛下……」

「日に一度、あなたの姿を見て、声を聞きたい。それはわがままな願いだろうか」

「私の姿も声も、兄が代わりとなってくれます……」

　一日に一度、必ずドレス姿でゴート王に会えというのか。そんな約束は簡単に思えて、まだシーナには難しい。

「シーナ姫、私が会いたいと望むのはあなただ。アレンとは毎日顔を合わせるが、それであなたへの思いが満たされることはない」

「お心に添えるように努力いたします。陛下……」

　ゴート王はまだ何か言いたそうにしている。けれどシーナは、アレンの姿をしたウラルが消えてしまったので、心配のあまり落ち着きをなくしていた。

　このままウラルは、アレンの中に入ってしまい、二度とシーナの元に戻ってくるつもりはないのだろうか。

　アレンがそれを許したのなら、シーナには何も言えない。

　けれど何か寂しい。

　魂の半分を失ってしまったかのように、シーナは寂しく不安になっている。

『今にシーナは俺に依存するようになる』

　ウラルが伝えようとしたのは、まさにこのことだったのだろう。

「では、シーナ姫。明日の朝食を、アレンと二人で招待する。よい眠りを……」

「はい……陛下……」

　いいえ、シーナ姫としてあなたの前に出たら、好きなパンを半分も食べられない。私はもう少しラウルでいたいの。

　そう、窮きゆう屈くつな姫様より、自由な騎士でいたいのよと、シーナは思わず考えていた。








◆◆◆






　夜に人の姿をして、たった一人で歩くのは久しぶりだ。

　ウラルは月を見上げながら、酔った人のようにふわふわとした足取りで歩いていた。

「アレン……俺は明日、ルウドの体に入ってハッシュウィルに行くつもりだ。だから頼みがある。誰の力も借りずに、しばらくアレン、ラウルらしくしていてくれ」

　ウラルはアレンに話しかけつつ、立ち止まって濠の水を見つめた。

　水面には、天上の月が映し出されている。同じように見える月も、水の流れで時々歪んで見えた。

「病気のふりでもしてろ。いや……本当に病気だからな。寝ていても誰もおかしくは思わないさ」

『……』

「ルウドは信用できないと思ってるか？　俺はそう思わない。ゴシュラムを見た後で、ハッシュウィルに戻ったら、どうして自分の国はこんなに貧しいのか、改めて気がつくはずだ。石炭を掘り出す労力で、岩場を開かい墾こんして、水を引き入れ麦を植える。それだけでハッシュウィルは、今より豊かになる」

　レディ騎士の言葉が、ウラルの中で今も響いている。

　それがウラルに、この作戦を急がせるのだ。

「アレン、助けてくれ。俺も君達を助けた。今度は君が、俺を助けてくれる番だ。俺は神を名乗る以上、ウラルやゴシュラムの人間の幸せだけを、考えていてはいけなかったんだ」

　ウラルはため息をつく。

　悩み、苦しみ、考えるのには、やはり人間の体が一番ふさわしい。

　猫が悩んでいても、昼寝をしているだけにしか見えない。犬が悩んでいても、腹を減らしているようにしか見えない。

　馬の悩みなんて、誰も気がつかないだろうし、鳥では悩むのに脳が足りなすぎた。

「アレン……んっ……待て」

　川かわ面もに何か浮いている。それが人だと、すぐにウラルは気がついた。

　溺おぼれた人だろうか。ウラルは服と靴を脱ぎ、濠に飛び込んだ。

　勝利に酔いしれ、深ふか酒ざけをした男かもしれない。助けられればいいがと、ウラルは大きく水を搔いて近づき、流れていく男の襟元をしっかり摑み、再び岸へと泳ぎ渡った。

「しっかりしろ。えーっと、人間の体を蘇そ生せいさせるには、息を吹き込み、心臓マッサージだったな」

　男の体を上に向かせたウラルは、その顔を見て言葉を失った。

「オゼム神官……」

　まだ息があるだろうか。ウラルはオゼム神官の口元に顔を寄せる。すると微かにその口元から、毒薬の匂いがした。

「どういうことだ」

『オゼム様……死んだの？』

　はっきりとアレンの声が聞こえて、ウラルは頷く。

「もう死んでる。残念だ。死んでしまったものの中には入れない。何があったのか、知りたかったのに」

『オゼム様……』

　アレンの悲鳴が聞こえるような気がした。

「しっかりしろ、アレン。このままだと、もっと死人が増えることになるんだぞ」

『いい人……だったのに……』

「ああ、そうだ。アレンのご両親も、亡くなった騎士達も、みんないい人だ。俺がハイルを殺すことを、ためらっていたばかりに、罪のない犠牲者が増えていくことになっちまったな」

　ウラルは瘦せたアレンの体に不似合いな力を発揮して、濡れたオゼム神官の体を抱えて歩き始めた。

「人が人を殺すことは罪だ。だが悪魔を殺すことは、許される。ただし本物の悪魔に限られるが」

『悪魔……そう、銀色の悪魔だ』

「思い出したか、アレン。もっと思い出せ。悔しくて、悲しくて、苦しくなったら……シーナがいる。シーナの手を握るんだ」

『シーナ……』

「ミトリもいる。ウラルの騎士達も神官達も、みんなアレンの復活を待ってるんだ」

　その時ウラルは、自分を追い出す勢いで、アレンの存在が大きくなっていくのを感じた。

「ウラル王……お戻りを歓迎する。我は古より、ウラルを守りし神」

『ウラル神……』

「そうだ。だが本当は神じゃない。君らの古い友達さ。だから間違いを犯しても、どうか寛大に許してくれ」

　ウラルは苦しみの表情を浮かべて絶命している、老いた神官を見つめた。

　はるか昔に書かれた古文書の教えに則り、生涯、婚姻もせずに神に仕つかえた者だ。医療を施ほどこし、これまで何人の命を救ってきたのだろう。

「神官……オゼム。その魂が天に召され、永遠の安息に包まれるように……」

　髪が濡れたせいだけではなく、ウラルの顔は濡れている。

　いつの間にか、緑から青に戻った瞳から、溢れ出た涙のせいだった。








つづく　










　あとがき




　いつもご愛読、ありがとうございます。な、なんとっ、今回は後書きが一ページしかありません。しかも、また今回も終わりません。うわーっ、どうしたことでしょう。

　十二年飼っていた、愛猫が亡くなりました。命というものは、どこからやってきて、どこに帰るのか、私にはよくわかりませんが、同じ世界で、同じ時間を共有できたことを、神様に感謝します。

　最近、命を粗末にするような事件ばかりが目に付くけれど、たかが猫でも命は愛しいものですよね。なんて、ちょっと今回は感傷気味。ウラルの白豹も、長生きしてくれるといいなぁ。

　イラストお願いしております、佐さ倉くら汐しお先生。いつもご迷惑をおかけしておりますが、素晴らしいお仕事をありがとうございます。

　担当様、お世話になってます。タフさではレディ騎士なみと、感嘆しております。

　そして読者様、感想のお手紙たくさんいただきまして、感謝、感激しております。お返事を書く時間が取れずに失礼していますが、とても励まされました。どうもありがとう。次回はどうなるのかは……神様だけが知っている、ですね。では、また。


剛ごう　しいら拝　　　







著者

剛しいら

Siira Gou




誕生日は６月９日、双子座でＡ型。

東京都出身、千葉県在住。

最近のマイブームはお握り。

王道のシャケ、たらこに梅干から、洋風にアレンジしたものもいろいろと楽しんでいます。

お気に入りは、ミートボール入りの、カレーピラフお握り。

スイーツ大好きだけど、さすがに生クリームや、チョコ入りにはチャレンジしてません。
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７月３日の蟹座Ａ型、大阪府出身。現在千葉在住。時代・国・職種を問わずの「制服」好きフリー絵描き。最近、におわないタイプのものに限りですが納豆が食べられるようになりました！　オクラ・とろろ・めかぶ・つぼ漬けと混ぜて食べるのが今のお気に入りです。
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